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はじめに 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、平成２２年３月に文部科学大臣から教育関係共

同利用拠点（拠点名：教職員能力開発拠点）として認定され、第１期（平成２２～２６年

度）、第２期（平成２７～令和元年度）を通じて、高等教育の質を高める専門家の育成を目的

としたＦＤ／ＳＤ／ＩＲプログラムの開発・提供に取り組みました。第３期（令和２～６年

度）においては、個々の教職員に対する支援に留まらず、全国の大学のカリキュラム、制度、

リーダーシップ等の改善を支援する「組織開発支援」を重視した取組を展開しました。これら

の成果が評価され、令和６年７月には４度目の認定を受け、令和７年４月から第４期（令和７

～１１年度）がスタートしています。第４期では、「愛媛大学モデル」の研修による専門人材

の養成とフォローアップ、ニーズに応じた研修の開発と実施、各種組織との協働を通じて、行

動変容と組織開発につながる教職員能力開発の実現を目標としています。 

本年度（令和７年度）は、新たな専門人材養成プログラムとして、アカデミック・アドバイ

ザー養成講座を茨城大学と愛媛大学それぞれで開催し、計５６人の方にご参加いただきまし

た。受講者は、アカデミック・アドバイジングの意義や多様な学生に関する理解の方法等を学

ぶとともに、自身が所属する大学の課題分析やアクションプランの策定に取り組みました。あ

わせて、インスティテューショナル・リサーチャー養成講座を愛媛大学で、ファカルティ・デ

ィベロッパー養成講座を近畿大学で開催しました。 

また、拠点事業の各専門人材養成研修の修了者を対象に、知識・経験に関する審査を行い、

専門人材として認定し称号を付与する教職員能力開発拠点専門人材認定事業を開始しました。

本年度は、４つの専門領域（スタッフ・ディベロップメント、カリキュラム、インスティテュ

ーショナル・リサーチ、アカデミック・アドバイジング）で計１４人から申請があり、個別メ

ンタリングや審査を通じたフォローアップを行いました。その結果、１４人全員を専門人材と

して認定しました。 

さらに、全国の教務事務や教職事務の初任者、大学教育国際化に関心のある教職員の基礎知

識取得を支援する研修プログラムを開催したほか、プレＦＤとして教授法入門を開講し、指導

補助者の養成、教育体制の充実を図りました。加えて、大学職員の仕事に関心を持つ大学生と

大学院学生を対象とした研修「プレＳＤ 大学職員のリアル～大学で働くという選択肢～」を

初めて開催し、大学職員の多様な業務内容や役割を伝えるとともに、大学職員に求められる基

本的能力の育成に取り組みました。 

今後も新しい分野の研修や教材の開発を続けるとともに、時流に沿った事業を行うよう努力

していきます。引き続き本拠点が、全国の大学のカリキュラムなどの組織的な改善や教職員の

行動変容に貢献できますようお力添えを賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 

 

令和８年３月 

国立大学法人愛媛大学長  仁 科 弘 重 
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1．愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室について 

（１）組織概要 

 

ミッション 

 教育･学生支援機構長の指示のもと、愛媛大学の教育に関する諸課題について調査･研究等を行う

とともに、その成果をもとに教育施策を企画し、本学の教育改革を推進すること。  

 

教育企画室の業務（規程第３条及び第９条） ※Ｐ.５８～５９参照 

１． 全学的な教育企画、教育改革等に関すること。 

２．全学的な教育課題に係る調査、研究等に関すること。 

３．教職員の能力開発の実施に関すること。 

４．四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事業に関すること。 

５．教職員能力開発拠点事業に関すること。 

６．その他教育開発に係る調査、研究等に関すること。  

   ※上記の成果を、他の高等教育機関等の利用に供することができる。 

 

沿革 

１９９３年度：旧教養部を改組して、大学教育研究実践センター（学内施設）が設置。  

 

２００１年度：大学教育総合センター（学内施設）となる。 

 

２００２年度：大学教育総合センター（省令施設）となる。 

        

２００４年度：教育・学生支援機構の設置に伴い、大学教育総合センターが廃止され、機構のセン

ターの１つとして、教育開発センター（共通教育部・教育開発部）が設置。 

 

２００５年度：スタディ・ヘルプ・デスク（ＳＨＤ）を設置。 

 

２００６年度：愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室を設置。 

教育コーディネーター制度の導入。 

愛媛大学教育改革促進事業（愛大教育改革ＧＰ）創設。 

 

２００８年度：「戦略的大学連携支援事業」に、「『四国地区大学教職員能力開発ネットワーク』

による大学の教育力向上（代表校：愛媛大学）」が採択。 

※四国地区の国立大学と近隣公私立大学等の連携により「四国地区大学教職員能力

開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」を形成。 

 

２０１０年度：「教職員能力開発拠点」（認定の有効期間：平成２２年４月１日～平成２７年３月

３１日）として、文部科学大臣から教育関係共同利用拠点として認定。 

       「ＦＤカレンダー」の発行開始（２０１７年度まで継続）。 
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２０１２年度：「愛媛大学学生として期待される能力～愛大学生コンピテンシー～」制定。 

 

２０１４年度：愛媛大学独自のテニュア・トラック制度（現：テニュア教員育成制度）の導入。 

 

２０１５年度：「教職員能力開発拠点」に再認定（認定の有効期間：平成２７年４月１日～令和２

年３月３１日）。データから考える愛大授業改善発行開始。 

 

２０１６年度：大学教育イノベーション日本（ＨＥＩＪ）設立（同時に愛媛大学加盟、２０１９年

から教育企画室教員が代表を務める）。 

 

２０１７年度：教育企画室教員がシリーズ編者として、２０２１年までに「看護教育実践シリーズ」

全５冊（医学書院）を刊行。 

 

２０１８年度：「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）」設立１０周年。 

 

２０１９年度：教育企画室教員がシリーズ編者として、２０２１年までに「大学ＳＤ講座」全４冊

（玉川大学出版部）を刊行。 

 

２０２０年度：「教職員能力開発拠点」に再々認定（認定の有効期間：令和２年４月１日～令和７

年３月３１日）。 

 

２０２１年度：「大学教職員のための４８冊」を刊行。 

 

２０２２年度：教育企画室教員がシリーズ編者として、「シリーズ大学教育の質保証」全３冊（医 

        学書院）を刊行開始。 

「愛大トランスファラブルスキル」の制定。 

 

２０２３年度：「愛媛大学学生として期待される能力～愛大学生コンピテンシー～」改訂。 

「愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル」Ｙｏｕｔｕｂｅ／Ｘ（Ｔｗｉｔｔｅｒ）開設。 

 

２０２４年度：愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフェロー/愛媛大学認定研修

講師を設置。 

ぼっちゃんメーリングリストの運用開始。 

教育企画室教員が編者として、「大学ＳＤ講座５大学教育の国際化」（玉川大学出

版部）を刊行。 

「大学教職員のための５６冊」を刊行。 

 

２０２５年度：「教職員能力開発拠点」に４度目の認定（認定の有効期間：令和７年４月１日～令

和１２年３月３１日） 

「教職員能力開発拠点専門人材の認定」を開始。 

教育企画室教員が編者として、「大学ＩＲ入門ーデータにもとづく意思決定のため

の完全ガイド」（ナカニシヤ出版）を刊行。 

本学の「テニュア教員育成教育能力開発プログラム」が、日本高等教育開発協会（Ｊ
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ＡＥＤ）の「大学新任教員研修プログラム」認証を取得（認証期間：令和８年４月

１日～令和１３年３月３１日） 

 

 

3



（２）スタッフ紹介 
 
 教育企画室には、実践経験と研究業績を兼ね備えた、高等教育開発を専門とするスタッフが配

属されている。 

 

＜スタッフ＞ 

氏  名 所 属・職 名 専  門 

中井 俊樹 

– NAKAI Toshiki  

学長特別補佐、教育・学生支援機

構副機構長、教職員能力開発拠点

代表者、教育企画室長 教授 

高等教育論、人材育成論 

清水 栄子 
– SHIMIZU Eiko 

教育企画室副室長、准教授 高等教育論、学習支援 

林 知寿 

– HAYASHI Tomohisa  
教育企画室副室長、入試課副課長  

中山 晃 

– NAKAYAMA Akira 
教育企画室 教授 応用言語学、英語教育 

カワモト・ジュリア・ミカ 

– KAWAMOTO Julia Mika 
教育企画室 教授 応用言語学、教授言語、教員研修 

上月 翔太 

– KOZUKI Shota 
教育企画室 講師 

高等教育論、西洋古典文学、 
未来思考 

真鍋 亮 
– MANABE Ryo 

教育企画室 特任助教 高等教育論、教育経済学 

葛西 崇文 
– KASAI Takafumi 

教育企画室 特任助教 知覚心理学、ＳＤ 

 

＜事務局＞ 

氏  名 所 属・職 名 

石川 尚 

–ISHIKAWA Takashi 
教育学生支援部 教育企画課長 

 ※教育学生支援部教育企画課教育企画チームにおいて事務局業務を実施 

 

＜認定研修講師とプロジェクトフェロー＞ 

上記スタッフに加え、高い専門性のもと研修講師を担う学内教職員を「認定研修講師」、教職

員能力開発に係る研修の企画、実施等に参画する学外有識者を「プロジェクトフェロー」として

任命し、より幅広い教職員能力開発を展開できる体制を整えている。 
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２．教職員能力開発拠点について 

（１）教職員能力開発拠点の認定について 

 

 教育関係共同利用拠点制度は、多様化する社会と学生のニーズに応えつつ質の高い教育を提供し

ていくために、各大学の有する人的・物的資源の共同利用等を推進することで大学教育全体として

多様かつ高度な教育を展開していく取組を国が支援することを目的として創設された制度である。 

 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、これまで行ってきた教職員能力開発のための研修講

師の派遣や独自に開発したＦＤ研修プログラムの提供及び「四国地区大学教職員能力開発ネットワ

ーク（ＳＰＯＤ）」における教職協働など幅広い取組実績が評価され、平成２２年３月２３日に文

部科学大臣から教育関係共同利用拠点に認定された。本拠点のこれまでの実績と、他大学にも開か

れ、かつ他大学からの参加者の成長・習熟を担保できる拠点として発展が期待できる点が高く評価

されたことにより、平成２６年７月、令和元年８月にそれぞれ５年間の認定が継続され、令和６年

７月にも同じく５年間の認定が継続された。他大学や諸学協会等との連携により、これまで提供し

てきたプログラムの充実やＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発／学習支援等の専門家・実践的指

導者の育成を図り、全国の高等教育機関の組織的な向上を目指していく。 

 ◎拠点名：教職員能力開発拠点 

 ◎認定施設の種類：大学の教職員の組織的な研修等の実施機関 

 ◎認定の有効期間：平成２２年４月１日～平成２７年３月３１日（５年間） 

          平成２７年４月１日～令和２年３月３１日（５年間） 

          令和２年４月１日～令和７年３月３１日（５年間） 

          令和７年４月１日～令和１２年３月３１日（５年間） 

 ◎代表者名：中井 俊樹 

（愛媛大学学長特別補佐、教育・学生支援機構副機構長、教育企画室長 教授） 

  

（２）教職員能力開発拠点の実施体制について 

 

 教育企画室が所属する教育・学生支援機構は、愛媛大学の教育理念と目標に沿い、教育の充実及

び学生の修学支援等の強化を図り、これらに伴う諸課題に対処し、迅速で効率的な意思決定を行う

ことを目的に設置された組織で、以下の業務を行っている。 

 

（教育・学生支援機構の業務） 

１．学士課程及び大学院課程の教育の改善及び充実に関すること。 

２．共通教育の企画及び実施に関すること。 

３．学生の受入れ、修学支援、課外活動支援、就職支援等の企画及び実施に関すること。 

４．その他、目的を達成するために必要な事項。 

 

 その中で、教育企画室は、教育・学生支援機構長（理事・副学長｟教育担当｠が兼任）の直属機

関として、機構長の指示のもと、愛媛大学の教育に関する諸課題について調査、研究等を行うとと

もに、その成果を実際の教育活動に適用し、愛媛大学の教育改革を推進することを目的として設置
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されている。また、教職員能力開発拠点の再認定を受け、これまで提供してきたプログラムの充実

や重点事業の推進を図り、全国の高等教育機関等の利用に供している。 

 教職員能力開発拠点は、教育学生支援部教育企画課及び総務部人事課と教職協働で教職員の能力

開発や教育改革の取組を行っている。 

 また、教育企画室には、共同利用運営委員会及び共同利用推進会議を置いている。 

共同利用運営委員会は、教職員能力開発拠点の運営に関する重要な事項を審議しており、教育企画

室員等の学内関係者のほか、学外の学識経験者４名もメンバーになっている（Ｐ.６０、６４参照）。

令和７年度以降の認定継続を受け、令和７年３月に同委員会において、「第４期教職員能力開発拠

点の事業等に関する基本方針」を策定した。 

共同利用推進会議は、共同利用運営委員会が定める基本方針に基づき、共同利用の事業等を実施

するために必要な事項を審議しており、教職員能力開発拠点運営スタッフである教育企画課長や人

事課長がメンバーに入っている。（Ｐ.６１、６４参照） 

さらに、教職員能力開発拠点は、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）、日本高

等教育開発協会（ＪＡＥＤ）、大学教育イノベーション日本（ＨＥＩＪ）や大学評価コンソーシア

ムなどの高等教育関係学協会、他の教育関係共同利用拠点等と各種プログラムで連携し、事業を行

っている。 

 

（３）教職員能力開発拠点の事業計画について 

 

令和７年度以降の認定継続を受け、令和７年３月に「第４期教職員能力開発拠点の事業等に関する

基本方針」が共同利用運営委員会において策定された。この基本方針に基づき、毎年、事業計画が立

てられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４期教職員能力開発拠点の事業等に関する基本方針 
 

令和７年３月３日 
共同利用運営委員会決定 

 
１．事業目的 

本事業は、教職員能力開発に関する支援を幅広く展開し、全国の高等教育機関に寄与することを目
的とする。本拠点では、これまで３期１５年にわたる活動期間における経験や知見の蓄積から、事前学
習から職場での実践までを見据えた研修「愛媛大学モデル」を開発した。第４期は、愛媛大学モデルに
よる専門人材の養成や、養成した専門人材のフォローアップ、ニーズに応じた研修の開発と実施など
を通じて、行動変容と組織開発につながる教職員能力開発の実現を目指す。 
行動変容：研修等の参加者が研修等で学んだことを自身の業務に反映させること。 
組織開発：研修等の参加者の学習成果と行動変容を契機に、参加者の所属するカリキュラム、 

制度、組織体制などの改善につなげ、組織的な成果を高めること。 
 
２．事業内容 

教職員能力開発拠点（以下「拠点」という。）は、教職員能力開発に関する以下の事業を行う。 
①愛媛大学モデルによる専門人材の養成 
  ✓ ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発／の専門人材の養成 等 
②養成した専門人材のフォローアップ 
  ✓ 新規認定事業、専門人材への支援 等 
③ニーズに応じた研修の開発と実施 

   ✓ プレＦＤ、プレＳＤ、講師派遣、オンデマンド動画教材 等 
④各種組織との協働 

   ✓ 他拠点等と連携した研修の共同実施、講師派遣 等 
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令和７年度教職員能力開発拠点事業計画 
 

◇全体計画 
教職員能力開発拠点（愛媛大学教育企画室）は、全国の教育関係共同利用拠点として、本拠点が開発した研

修「愛媛大学モデル」による専門人材の養成、専門人材のフォローアップ、ニーズに応じた研修の開発と実施
等、各組織の自立的な教育改善を支援するための以下の事業を行うほか、他拠点やコンソーシアム等との連携
を強化し、大学間連携ネットワーク等への講師派遣・運営支援を積極的に行い、行動変容と組織開発につなが
る教職員能力開発の実現を目指す。当拠点第４期の５年間（令和７～１１年度）において、７つの量的な成果
指標（「組織開発支援を行う機関数３００機関」、「認定する専門人材の人数３０名」、「各種研修への参加
者数１０，０００名」、「オンデマンド教材数１００動画」、「満足度指標９０％」、「行動変容指標８０％」、
「組織開発指標７０％」）を設定し、取組の成果を評価する。 
 
◇事業内容 
Ⅰ 愛媛大学モデルによる専門人材の養成 
   令和７年度は、「ＦＤｅｒ養成講座」、「ＩＲｅｒ養成講座」を開催する。また、新たな専門人材の養

成講座として、学生の大学での学びを充実させるため、学生への学習支援を行う教職員を対象に「アカ
デミック・アドバイザー養成講座」を開催する。 

 
 Ⅱ 養成した専門人材のフォローアップ 
   ＳＤコーディネーターの認定事業を継続して実施しつつ、新たに FD、IR、カリキュラムに対する認定

事業の制度設計を行う。また、養成した専門人材に対して追跡調査を行い、行動変容や組織開発の実践
状況の把握と支援を実施する。 

 
Ⅲ ニーズに応じた研修の開発と実施 

    令和７年度は、未経験者を含む教務・教職事務の経験の浅い職員を対象に基礎知識を学習する教務・
教職関係の講座を開催する。また、本拠点が開発した愛媛大学モデルを活用しつつ、新たな研修を企画、
実施し、高等教育機関の組織開発支援を行う。具体的な組織開発支援のあり方として、①研修講師派遣、
②オンデマンドＦＤ／ＳＤコンテンツの発信、③ＦＤ／ＳＤに対する個別相談対応、といったものが挙
げられる。 
①については、１機関あたり複数回の研修実施または１回の研修とその前後におけるコンサルティン

グを含むものに力点を置き、他大学に対する継続的な組織開発支援を図る。②については、ＹｏｕＴｕ
ｂｅチャンネル等でオンデマンドのＦＤ／ＳＤ教材を公開し、他大学がＦＤ／ＳＤ研修や教職員の自学
自習教材として活用することにより、他大学の自立的な組織開発を支援することを意図している。③に
ついては、他大学のニーズに対応する形で個別相談や訪問対応等を行う。その際、相談や訪問対応から
研修やコンサルティングのニーズを掘り起こす等により、今後の発展的な組織開発支援の可能性も検討
していく。 
また、プロジェクトフェローや認定研修講師と協働し、高等教育に関する幅広い課題に対応するため

新たな教職員能力開発研修の企画、実施を行う。令和６年度に運用を開始したぼっちゃんメーリングリ
ストを積極的に活用し、研修やＦＤ／ＳＤ教材の広報を行う。 

 
Ⅳ 各種組織との協働 

    他拠点やコンソーシアム等に対し、研修の共催や講師派遣、委員としての参画を中心とした連携を行
う。また、「教職事務担当者講習会（初級編）」と「教務事務担当者講座（初級編）」、「大学教育国
際化コーディネーター養成講座」は大学教務実践研究会と連携して実施する。さらに、教職員能力開発
拠点所属教員が代表を務めている日本高等教育開発協会（ＪＡＥＤ）等との活動を通じて、大学教育の
開発を進める組織との連携をさらに推進していく。 

 

３．実施体制 
 ✓ 外部有識者が過半数の共同利用運営委員会を置き、開かれた運営を行う。 

   ✓ 幅広い課題に対応するため、教育企画室のほか、認定研修講師、プロジェクトフェローといっ
た学内外の協力体制を充実させ、教育企画室（教員組織）等と教育学生支援部教育企画課及び
総務部人事課（事務組織）が連携・協働して事業を行う。 
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３ 令和７年度の事業報告 

（１） 令和７年度事業の総括 

 

 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室は、令和６年７月に教育関係共同利用拠点として４度目

の認定を受け、令和７年４月に第４期（令和７～１１年度）の事業を開始した。第４期では、愛媛

大学モデルによる専門人材の養成とフォローアップ、ニーズに応じた研修の開発と実施、各種組織

との協働を通じて、行動変容と組織開発につながる教職員能力開発の実現を目標として、各種取組

を実施した。以下、今年度の取組状況を総括する。 

 

 

① 愛媛大学モデルによる専門人材の養成 

今年度は、新たな専門人材養成プログラムとして、アカデミック・アドバイザー、または学習支

援や学生の履修相談を行う教職員を対象に、アカデミック・アドバイザー養成講座を茨城大学およ

び愛媛大学で開催し、全国からあわせて５６名の参加があった。アカデミック・アドバイジングの

意義や学生理解の方法等を学ぶとともに、所属大学における課題分析やアクションプランの策定に

取り組んだ。「アカデミック・アドバイジングの必要性を理論的に理解できた」「参加者同士の意見

交換を通じて新たな視点や発見を得ることができた」などの声が寄せられ、本研修が所属大学にお

ける取組の推進に資する知識の獲得につながったことがうかがえた。 

また、インスティテューショナル・リサーチャー養成講座を愛媛大学で、ファカルティ・ディベ

ロッパー養成講座を近畿大学で開催し、合計２７名の参加があった。 

 

② 養成した人材のフォローアップ 

今年度は、教職員能力開発拠点スタッフ・ディベロップメント・コーディネーター（ＳＤＣ）を

１名認定した。 

また、これまでの認定事業の領域を拡大し、ファカルティ・ディベロップメント、スタッフ・デ

ィベロップメント、カリキュラム、インスティテューショナル・リサーチ、アカデミック・アドバ

イジングの各領域において、本拠点事業の研修修了者を対象に、知識・経験に関する審査を行い、

専門人材として認定し称号を付与する教職員能力開発拠点専門人材認定事業を開始した。本年度は

４つの領域で、合計１４名から申請があり、個別メンタリングや審査を通じたフォローアップを行

った。 

 なお、新たな枠組みである教職員能力開発拠点専門人材の認定開始に伴い、ＳＤＣの新規認定は

令和７年８月をもって終了した。 
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③ ニーズに応じた研修の開発と実施 

 教職員個々の能力開発から組織レベルの教育力向上まで、幅広く高等教育機関で活用できる知

識やスキルを習得できるよう、全１９プログラムを提供し、学内外から３９２名（令和８年３月

２３日現在）の参加があり、事後に行ったアンケートにおいても高い満足度を得ることができ

た。また、ＦＤ・ＳＤに関するオンデマンド教材を開発し、ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル（愛媛大

学ＦＤ・ＳＤチャンネル）に公開しており、チャンネル登録者数は７４４名（令和８年３月２３

日現在）となり、コンテンツ数は１１０本に達した。本コンテンツについて、ＦＤ・ＳＤプログ

ラムでの活用を希望する問い合わせも寄せられており、組織的な活用事例も生まれている。 

 講師派遣に関しては、多種多様な研修のニーズに対応できるメニューと体制を整え、今年度は４

２機関に対し、５１件実施した。対面やオンラインだけでなく、それらを組み合わせたハイブリッ

ト方式や当日の録画データを後日視聴して受講するオンデマンド方式等、受講者のニーズにあわせ

た方法で研修を実施した機関も多くみられた。それぞれの利点を活かしたプログラム構成を実施機

関と相談の上、組織で必要とされる人材育成の取組等に、本拠点のノウハウを提供した。 

 さらに、学内外のＩＲに関する取組を掲載した「ＩＲ Ｎｅｗｓ Ｖｏｌ．１３」を作成し、愛媛

大学の取組や研究成果を学内外に発信した。また、教育・学生支援機構が毎年刊行している「大学

教育実践ジャーナル」については、高等教育の発展に資する研究論文や事例報告を掲載した第２５

号を発行した。 

 ぼっちゃんメーリングリストでは、教職員能力開発（ＦＤ・ＳＤ）に関する情報を配信しており、

登録会員数は８５１名（令和８年３月２３日現在）となった。会員は、情報を受信するだけでなく、

自ら投稿することも可能であり、今年度は４１７件（令和８年３月２３日現在）の配信を行った。 

 

④ 各種組織との協働 

 アカデミック・アドバイザー養成講座では、日本アカデミック・アドバイジング協会と共催し（第

１回は茨城大学教学イノベーション機構とも共催）、協働して取り組んだ。また、インスティテュー

ショナル・リサーチャー養成講座およびファカルティ・ディベロッパー養成講座では、近畿大学Ｉ

Ｒ・教育支援センターと共催し、協働して実施した。 

さらに、大学教育国際化基礎知識＆マネジメントセミナーでは、大学コンソーシアム八王子と共

催し、協働して実施した。その他、全国規模のネットワーク組織等に講師派遣を行うなど、大学教

育の開発を進める組織等との連携を深めた。 
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（２） 令和７年度活動実績 
 

Ⅰ．愛媛大学モデルによる専門人材の養成  

各大学等において自立的にＦＤ、ＳＤ及びＩＲを推進できる専門家・実践的指導者の養成

は、特に高い波及効果が期待できるため、高等教育の質向上に大きく資することのできるニ

ーズの高い事業の一つとなっている。本拠点では、第１～３期からＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリ

キュラム開発の専門家・実践的指導者の養成に重点的に取り組み、これに加えて第４期から

は新たに学習支援推進の専門家養成についても取り組んでいる。 

今年度は、ＦＤ／ＩＲ分野の２講座に加えて、学習支援分野の新規２講座を含む全４講座

を開催した。各講座では、知識や実践的なスキルを習得にとどまらず、受講者が自大学の課

題に即したアクションプランを個別に構築しグループで共有することにより、他大学の状況

も参考にしながら具体的な改善策を持ち帰ることができるプログラムとしている。さらに、

受講者の行動変容や所属組織における改善への取組状況について、事後アンケートやフォロ

ーアップ等を通じた質的分析を行っている。 

 

ａ．ＩＲ推進の専門家の養成・支援 

ＩＲ（インスティテューショナル・リサーチ）は、計画立案、政策形成、意思決定を支援

するための情報を提供する活動である。近年、各大学では大学のガバナンス機能の強化が求

められており、本拠点ではＩＲを推進する専門家（インスティテューショナル・リサーチャ

ー）を養成するための講座を開講している。 

 

■１０月２５日（土）～２６日（日）開催 インスティテューショナル・リサーチャー養成講座 

近畿大学ＩＲ・教育支援センターとの共催で愛媛大学城北キャンパスを会場に、２日間に渡り

対面開催した。ＩＲに関心を持つ教職員を対象に募集を行い、全国から１０名（教員２名、職員

８名）が参加した。 

参加者は、インスティテューショナル・リサーチャーに必

要とされる実践的な知識や質的データの分析方法等の具体的

なスキルを学んだ。その後、学んだ内容を踏まえ、所属大学

におけるＩＲの課題解決案の作成に取り組んだ。作成にあた

っては、講師との個別面談も行うとともに、作成後にはグル

ープ内で共有や意見交換を行い、理解を深めた。 

 

【事後アンケート結果】 

①研修は全体的に満足できるものだった。 100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

②知識やスキルを身につけることができた。100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

（インスティテューショナル・リサーチャー：ＩＲ推進の専門家）とは 

教学に関わる様々なデータ（各種調査や教務データ等）に基づき、組織的に教育改革・改善を行う

ことができる専門家 

 ※本拠点におけるＩＲとは、特に教育・学生支援に関するＩＲ「教学ＩＲ」を指します。 
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【参加者からの声】 

・ 『大学ＩＲ入門』の内容について講義やワークを通して理解を補強できたことはもちろん、他

大学の事例や困りごとの共有をすることで、自大学と他大学が共通で抱えている課題や自大学

の立ち位置を客観的に確認することができました。また、ＩＲ担当者の横のつながりができた

こともとても良かったです。 

・ 適宜、グループワークがあり、あっという間に充実した２日間でした。 

・ 同じ悩みや課題を抱えた他大学の職員や講師の方々との繋がりができた点が1番よかった点で

す。また、分析やアンケート実施などの基礎を学んだり、応用としてデータの活用や自分の組

織での課題解決を考える機会もあり、ＩＲについて体系的に理解する機会となりました。 

・ 情報収集、集計、分析、応用的な使い方など、基本的にはいずれの内容も大変有意義でした。 

 

ｂ．ＦＤの実践的指導者の養成・支援 

２００８年に大学設置基準が改正され、大学におけるＦＤ（ファカルティ・ディベロップ

メント）が義務化されて以来、各大学では授業改善に向けた研修や研究に取り組まなければ

ならなくなった。本拠点では、ＦＤを企画、実施、運営することができる人材をファカルテ

ィ・ディベロッパーと呼び、ファカルティ・ディベロッパーに求められる基礎的な知識・技

能・態度を育成することを目的として、「ファカルティ・ディベロッパー養成講座」を、平

成２３年度以降、隔年で開催している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■２月２０日（金）～２１日（土）開催 ファカルティ・ディベロッパー養成講座 

近畿大学ＩＲ・教育支援センターと共催し、近畿大学東大阪キャンパスを会場に、２日間に渡

り対面開催した。ＦＤに関心のある大学教職員を対象に募集を行い、全国から１７名（教員７

名、職員１０名）が参加した。 

参加者は、ＦＤの意義や方法、ＦＤを通じたカリキュラ

ム改革などの組織開発の進め方等を学んだ。その後、学ん

だ内容を踏まえ、所属大学におけるＦＤの課題解決案の作

成に取り組んだ。作成にあたっては、講師との個別面談も

行うとともに、作成後にはグループ内で共有や意見交換を

行い、理解を深めた。 

 

【事後アンケート結果】 

①研修は全体的に満足できるものだった。 100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

（ファカルティ・ディベロッパー：ＦＤ推進の専門家）とは 

組織のＦＤ責任者として各種研修プログラムの企画・実施や各教員への教育技術の支援を行う専

門家のことを指し、以下３点を担うＦＤ推進の専門家 

（１）個々の教員や授業科目における教育技術の改善（ミクロ・レベル） 

（２）学部や学科･コース等におけるカリキュラムの改善（ミドル・レベル） 

（３）個々の大学やコンソーシアムでＦＤを推進するための組織整備（マクロ・レベル） 
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②知識やスキルを身につけることができた。100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

 

【参加者からの声】 

・ 講義、ワーク、２日目にメンバーが入れ替わるなどの工夫があって、研修中に常に集中して取

り組無ことができました。最後に証書もいただけて嬉しかったです。大変勉強になりました。 

・ 他大学の方とワークショップ形式で研修を受け、様々な情報を得ることにより、自大学ででき

ていないことに対しての危機感を感じたり、何から取り組むべきか、などを考えるとても大き

なきっかけとなりました。ただ受講しただけに終わらないように自大学でできることから進め

ていきたいです。 

・ 他大学のFDに関する取り組みを知ることができた点、自大学のＦＤに係る課題について改善す

るためのワークがあり、その内容について個別に相談やアドバイスをいただけた点です。 

 

ｃ．学習支援推進の専門家（アカデミック・アドバイザー）の養成・支援 

アカデミック・アドバイジングとは、学生自身が将来の目的・目標を設定し、その達成に

向けて主体的に学びを進めていけるよう、担当者が途中段階のアセスメントを行いながら、

学生個人のニーズに応じた支援プロセスである。近年、日本の大学では学生の多様化が進

み、学習歴や生活背景、抱える課題も多様になっている。本拠点では、第４期からの新たな

専門人材養成プログラムとして、こうした学生に対して支援を担う専門家（アカデミック・

アドバイザー）を養成することを目的に、「アカデミック・アドバイザー養成講座」を茨城

大学および愛媛大学で開催し、全国からあわせて５６名の参加があった。 

 

■① ９月１２日（金）～１３日（土）開催 アカデミック・アドバイザー養成講座 

茨城大学教学イノベーション機構および日本アカデミッ

ク・アドバイジング協会との共催し、茨城大学水戸キャンパ

スを会場に、２日間に渡り対面開催した。アカデミック・ア

ドバイザー、または学習支援や学生の履修相談を担当する実

務経験１年以上の大学教職員を対象に募集を行い、３３名

（教員１０名、職員２３名）が参加した。 

１日目は、アカデミック・アドバイジングの意義や手法、

学生支援に関する実践的な知識を学んだ。講義に加えて、個

人ワークやグループワークを通じ、各大学での支援体制の在り方や実践方法について検討を深め

た。その後、学んだ内容を踏まえ、所属大学におけるアカデミック・アドバイジングの課題解決

案の作成に取り組んだ。作成にあたっては、講師との個別面談も行うとともに、作成後にはグル

ープ内で共有や意見交換を行い、理解を深めた。 

 

アカデミック・アドバイザーとは 

学生の履修に関する支援や学修上の困難、進路に関する相談などについて学生固有のニーズや状況

を総合的に捉え、学生の意思決定と自律的な成長を支える専門家 
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【事後アンケート結果】 

①研修は全体的に満足できるものだった。 100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

②知識やスキルを身につけることができた。100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

 

【参加者からの声】 

・ 自身が検討しているアクションプランに関して、講師や他の受講生からのフィードバックをい

ただける機会があり、今後、学内で取り組んでいくにあたり大変参考になりました。また、事

前学習により、自身が考えている取組の現状や課題等を整理でき、良い機会となりました。 

・ 非常に分かりやすく、初参加でも負担はありませんでした。 

・ 各講座において、必ずグループで話し合う時間が設定されていたため、他大学の状況を把握す

るとともに、本学の事例がどのように受け止められるのかを知ることができました。１日目と

２日目でグループを変えていただいたことにより、より多くの大学の皆さんと知見を共有でき

たと思います。 

・ ＡＡの概念から具体的な手法、組織構築など理解が進みました。事前や研修内課題を通じて、

自大学の特徴や環境を振り返り、学んだ知識を活かして、今何が出来るか具体的に検討できた

ことも非常に良かったです。他大学の皆さまとのGWを通じて、学び合いが出来たこと、人脈が

広がったことも財産となりました。更に、AP作成では講師に個別相談が出来、非常に丁寧で具

体的なアドバイスを頂きました。研修期間だけで終わらず、職場に持ち帰っても実りが続く内

容で、受講させて頂いて本当に良かったです。 

・ 事前課題とアクションプランを通して、自らの業務や関心に引きつけて講義が理解できた。Ｇ

Ｄが多かったのも刺激になりました。何より、アクションプランの作成を講師から個別指導し

ていただける機会は貴重だったのでかなりのモチベーション向上になりました。 

 

■② １月３０日（金）～３１日（土）開催 アカデミック・アドバイザー養成講座 

日本アカデミック・アドバイジング協会および愛媛大学教

育学生支援部と共催し、愛媛大学城北キャンパスを会場に、

２日間に渡り対面開催した。アカデミック・アドバイザー、

または学習支援や学生の履修相談を担当する実務経験１年以

上の大学教職員を対象に募集を行い、２３名（教員９名、職

員１４名）が参加した。 

 

【事後アンケート結果】 

①研修内容は満足できるものだった。   100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

②知識やスキルを身につけることができた。100％（そう思う＋どちらかと言えばそう思う） 

 

【参加者からの声】 

・ アカデミック・アドバイジングについて、体系的に学ぶことができたことです。また、他大学

の状況や具体例、方法などをご共有いただけたことが非常に貴重な機会となりました。 

・ 同じような悩みや問題意識を持っている人がたくさん集まっていたので、自分が普段問題と感

じていることへのアプローチの仕方について客観的に捉え直す（考え直す）ことができた点が
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良かったです。また、研修を申し込んではみたものの、アカデミック・アドバイジングは学部

の専任の教員でなければやっても意味がないのでは、と後ろ向きな気持ちでいたのですが、個

人課題などを通じて自分にもできることがあると分かり、元気をいただきました。ありがとう

ございました。 

・ アカデミック・アドバイジングを体系的に学ぶことができ、さらに具体的な事例も大変参考に

なった。行動に繋げるところまでがプログラムになっているところも良かった。 
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・定員人数に到達次第、募集を締め切ります。お早めにお申し込みください。受付完了後、確認メールを送信します。
 なお、いただいた情報は，本講座以外に使用することはございません。

・参加費の支払い方法について
研修終了後、申し込み時にフォームへ記載いただいた「振込用紙送付先」へ振込用紙をお送りします。
届きましたら、期限までにお支払いください。なお、お申し込み後にキャンセルされた場合も参加費は
請求させていただきます。

・研修の効果を確認するため、事後アンケートにご協力をお願いいたします。

令和７年７月２日（水） ～ ８月２２日（金）正午

お申し込み 先着３０名

アカデミック・アドバイジングの担当
者として、アドバイジングの意義や方
法、学生支援に関する実践的な知識と
ともに、所属大学における支援の改善
に向けた手法を修得することを目指し
ます。

到達目標
１．アカデミック・アドバイジングの意義と基本的な方法について説明できる
２．アカデミック・アドバイザーとしての学生対応における効果的な方法と

留意点を説明できる
３．アカデミック・アドバイジングを通じた組織的な連携や教育改善

の視点について説明できる
４．自大学におけるアドバイジング体制と支援の課題を分析し、具体的なア

クションプランを作成できる
５．支援における多様な考え方や実践事例を尊重し、共に学び合う姿勢

を示すことができる

実施目的

【主催】教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）

【共催】茨城大学教学イノベーション機構、日本アカデミック・アドバイジング協会

アカデミック・アドバイザー
養 成 講 座

日 程：令和７年９月１２日(金)～１３日(土) 
会 場：茨城大学 水戸キャンパス（茨城県水戸市文京２丁目１−１）

参加費：５,０００円

参加対象者

※アドバイザーという職名に限らず、学習支援や履修指導に関わっている方も対象としています。
※２日間全プログラムの参加が可能な方に限ります。
※多くの機関の方々にご参加いただくため、同一機関からのお申し込みが多数の場合は、全体のお申し込

み状況により受講を制限させていただくことがあります。
※民間企業等に勤務されている方の参加はお断りしております。

お申し込みはWebから h t t p s : / / w e b . o p a r . e h i m e - u . a c . j p

アカデミック・アドバイザー、または学習支援や学生の履修相談を担当している教職員で、実務経験が１年以上の方

近年、日本の大学では、学習歴や生活背景、入試形態などにおいて学生の多様化が進んでおり、学生の課題
もさまざまです。たとえば「なるべく楽して卒業したい」と考えるいわゆる「楽単」志向の学生、学習習慣が
定着していない学生、専門的な学習についていくのが難しい学生、適切なレポートが書けない学生、大学に通
うことに困難をおぼえる学生、中途退学のリスクを抱える学生など多様な課題への対応が求められています。

こうした学生に対して支援を行うのが、アカデミック・アドバイザーです。アカデミック・アドバイザー
は、履修支援にとどまらず、学習上の困難、進路や将来目標に関する相談など、幅広いニーズに対応する教職
員であり、学生が自律的な学習者として成長できるよう導く役割を担っています。

本講座では、アドバイザーとして必要な知識や理論、支援の方法を体系的に学ぶとともに、参加者自身が直
面している支援上の課題を整理し、各大学の実情に即したアクションプランの作成に取り組みます。
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愛媛大学 教育学生支援部 教育企画課
ＴＥＬ：０８９-９２７-９１５４
Ｅ-mail：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp 

８：４５ 受付開始
９：３０ オリエンテーション   【清水】
９：５０ アカデミック・アドバイジングが求められる背景と意義 【清水】

１１：００  学生理解   【君島】
１３：００ 開会挨拶                 【中井、茨城大学長 太田寛行】
１３：１０ スチューデント・サクセスと大学職員

※教務系職員研修と合同開催                  【大津・清水・根本・宮林・小野】
１４：２０ カリキュラムとアカデミック・アドバイジング 【中井】
１５：３０ 学生支援における面談・リファーラル・倫理の基本 【真鍋】
１６：４０ 個人ワーク 【清水】
１７：３０ 終了→１８：００ 情報交換会

９：３０ 前日のふりかえり 【清水】
９：４０ 自大学における支援者の育成 【上月】

１０：５０ アドバイジング体制の組織モデルと事例紹介 【 福 】
１２：３０ 個人ワーク／コンサルテーション                            【講師全員】
１５：３０ グループワーク 【清水】
１７：００ 全体の振り返り 【清水】
１７：１５ 終了

（１）所属大学で提供されているアカデミック・アドバイジ
ングまたは学習支援について説明できるようにご準備くださ
い（パンフレット、HP情報、組織体系図など）。加えて、ご
自身がどのように関わっているのか、についても説明できる
ようにご準備ください。

（２）アカデミック・アドバイジングまたは学習支援の現状
での課題や改善したいこと、新規に行いたいことについて、
ご自身のお考えを記載してください。可能であれば、課題や
取り組みたいことについてその背景にある学生ニーズや支援
体制の現状についても記述してください。
※申し込みされた方に入力用の資料を送付します。

事前課題

お問い合わせ

スケジュール

講師

テキスト
本講座では、『大学の学習支援Ｑ＆Ａ』を
テキストとして使用しますので、各自でご用意
の上、当日ご持参願います。なお、同大学から
複数名参加される場合も、一人一冊のご準備
をお願いします。

『大学の学習支援Ｑ＆Ａ』
清水 栄子、中井 俊樹 編著
出版年月日:2022/06/30
ISBN:9784472406232

アクセス
茨城大学 水戸キャンパス（水戸市文京2-1-1）
共通教育棟２号館４階「４３番教室」

中井 俊樹（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
清水 栄子（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
上月 翔太（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
真鍋 亮 （愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）
君島 菜菜（大正大学総合学修支援部）
福 博充（創価大学文学部）
大津 正知（茨城大学教学イノベーション機構）
宮林 常崇（東京都立大学教務課（兼）開設準備室）
小野 勝士（龍谷大学社会学部教務課）
根本 剛  （茨城大学学務部学務課（兼）教学マネジメント・IR室）

９
月
13
日
【
土
】

９
月
12
日
【
金
】
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インスティテューショナル・リサーチャー
養成講座

８月２５日（月） ～ １０月６日(月)正午
定員人数（３0名）に到達次第、募集を締め切ります。お早めにお申し込みください。受付完了後、確
認メールを送信します。いただいた情報は、本講座以外に使用することはありません。

グループワークのため、班分け名簿を作成します。名簿には、氏名・学校名・所属・職種・職名のみ記
載します。

多くの機関の方々にご参加いただくため、同一機関からのお申し込みが多数の場合は、全体のお申
し込み状況により受講を制限させていただくことがあります。

参加費の支払い方法について
研修終了後、申し込み時にフォームへ記載いただいた「振込用紙送付先」へ振込用紙をお送りしま
す。届きましたら、期限までにお支払いください。
なお、お申し込み後にキャンセルされた場合も参加費は請求させていただきます。

研修の効果を確認するため、事後アンケートにご協力をお願いいたします。
全プログラムの受講者には修了証をお渡しします。

お申し込みはWebから https://web.opar.ehime-u.ac.jp

IRの担当者として、IRの意義や方法、データ分析や報告に関する実践的な知識とともに、
所属大学におけるIRを改善するための具体的手法を身につけることを目的としています。

1. IRの意義と活用の方針について説明できる
2. IRの活動を設計する方法を説明できる
3. データの分析や報告の基本的な方法を説明できる
4. IRを通じて所属大学の組織開発を推進する方法を説明できる
5. 所属大学におけるIRについての改善提案ができる
6. 多様な考えや経験を尊重し、共に学び合う雰囲気をつくることができる

お申し込み

日程：令和７年１０月２５日(土)～２６日（日）
会場：愛媛大学城北キャンパス(対面開講）
対象：IRに関心を持つ教職員

※民間企業等に勤務されている方の参加はお断りしております。

※２日間全プログラムに参加できる教職員の方に限ります。

実施目的

到達目標

★参加費：4,000円
※主催校、共催校の所属教職員は無料

先着３０名

主催／教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室） https://web.opar.ehime-u.ac.jp

共催／近畿大学ＩＲ・教育支援センター https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/ir/17



講師 中井俊樹 （愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）

上月翔太 （愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）

真鍋亮 （愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）

竹中喜一 （近畿大学 IR・教育支援センター）

藤本正己 （山口大学教育・学生支援機構教学マネジメント室）

9：30 受付開始

10：00 開会挨拶・オリエンテーション 【真鍋】

１０：２０ ＩＲとその意義を理解する 【中井】

１１：２０ IRの課題を共有する 【真鍋】

１1：５０ 休憩

1２：５０ 問いから設計へ 【上月】

1３：５０ 基本的な分析を行う 【真鍋】

１４：２０ テキストデータを分析する 【藤本】

1５：００ アンケートを実施する 【竹中】

1５：５0 中途退学を予防する 【上月】

1６：５0 他大学と比較する 【上月】

17：３０ 諸連絡等・終了

10月25日(土)

１０：0０ 前日の振り返り・諸連絡 【真鍋】

１０：１０ 結果の活用を支援する 【藤本】

11：０0 IRの活用を促進する 【竹中】

１１：５０ 休憩

１２：５０ IRの課題解決を検討する 【全講師】

グループに分かれて

IRの課題解決案の作成・発表・質疑応答

１５：３０ まとめとふりかえり 【真鍋】

１５：４５ 閉会挨拶・クロージング 【真鍋】

１６：００ 終了

スケジュールスケジュール 事 前 課 題事 前 課 題

愛媛大学教育学生支援部教育企画課

ＴＥＬ：０８９－９２７－９１５４

mail：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

お問い合わせお問い合わせ

10月26日(日)

②テキスト『大学ＩＲ入門』1章、2章、13章の
内容を踏まえ、自大学のＩＲ推進における
課題をまとめてください。

①自大学における現行のＩＲの取り組みを
ワークシートにまとめてください。

提出期限：１０月１０日（金）

提出先：

kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

※受付完了後、ワークシートの様式をお送りします。
※『大学ＩＲ入門』は各自でご入手いただき、研修
当日にご持参ください。

※提出いただいた資料は参加者間で共有します。

愛媛大学城北キャンパス（松山市文京町３番）
愛大ミューズ３階「M３２講義室」
松山駅から：路面電車（伊予鉄道市内電車）
環状線①（古町方面行き）「赤十字病院前」下車

アクセス
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会場

参加費

お申込み

対象

養成講座 2026
1/30   , 31

主催：教職員能力開発拠点教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）

アカデミック・アドバイザー

（土）アドバイジングや学生支援に関する
実践的な知識を身に付けよう！

アカデミック・アドバイザー、
または学生の履修相談や学習支援
を担当している教職員で、
実務経験が1年以上の方

共催：日本アカデミック・アドバイジング協会、愛媛大学教育学生支援部
お問い合わせ： 愛媛大学教育学生支援部教育企画課

（金）

愛媛大学城北キャンパス

5,000円

2 0 2 5 / 1 1 / 7 ～ 2 0 2 6 / 1 / 9
お申し込みはWebから

https://web.opar.ehime-u.ac.jp

089-927-9154 kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp19



・定員人数に到達次第、募集を締め切ります。お早めにお申し込みください。受付完了後、確認メールを送信します。

 なお、いただいた情報は，本講座以外に使用することはございません。

・参加費の支払い方法について

研修終了後、申し込み時にフォームへ記載いただいた「振込用紙送付先」へ振込用紙をお送りします。

届きましたら、期限までにお支払いください。なお、お申し込み後にキャンセルされた場合も参加費は

請求させていただきます。

・研修の効果を確認するため、事後アンケートにご協力をお願いいたします。

令和７年１１月７日（金） ～  令和８年１月９日（金）正午

お申し込み 先着３０名

アカデミック・アドバイジングの担当

者として、アドバイジングの意義や方

法、学生支援に関する実践的な知識と

ともに、所属大学における支援の改善

に向けた手法を修得することを目指し

ます。

到達目標
１．アカデミック・アドバイジングの意義と基本的な方法について説明できる。
２．アカデミック・アドバイザーとしての学生対応における効果的な方法と留意
点を説明できる。

３．アカデミック・アドバイジングを通じた組織的な連携や教育改善の視点につ
いて説明できる。

４．自大学におけるアドバイジング体制と支援の課題を分析し、具体的なアクシ
ョンプランを作成できる。

５．支援における多様な考え方や実践事例を尊重し、共に学び合う姿勢を示すこ
とができる。

実施目的

【主催】教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室）

【共催】日本アカデミック・アドバイジング協会、愛媛大学教育学生支援部

アカデミック・アドバイザー
養 成 講 座

日 程：令和８年１月３０日(金)、３１日(土) 
会 場：愛媛大学 城北キャンパス（愛媛県松山市文京町3）

参加費：５,０００円

参加対象者

※アドバイザーという職名に限らず、履修指導や学習支援に関わっている方も対象としています。
※２日間全プログラムに参加できる方に限ります。
※多くの機関からご参加いただくため、同一機関からのお申し込みが多数となった場合は、全体の状況により
受講を調整させていただくことがあります。

※全プログラムを受講された方には修了証を発行します。

お申し込みはWebから h t t p s : / / w e b . o p a r . e h i m e - u . a c . j p

アカデミック・アドバイザー、または学生の履修相談や学習支援を担当している教職員で、実務経験が1年以上の方。

近年、日本の大学では、学生の多様化が一層進んでおり、学習歴や生活背景、抱える課題もさまざまです。こ
うした背景のもとで、学習への意識や履修に対する考え方にも幅が見られるようになってきました。たとえば履
修計画においては、「なるべく楽に単位を取りたい」「自分で計画を立てることに不安を感じ、教員からの具体
的な指示を求めたい」と考えるなど、受け身の姿勢を持つ学生も見られます。
こうした学生に対して支援を行うのが、アカデミック・アドバイザーです。アカデミック・アドバイザーは、
履修支援にとどまらず、学習上の困難、進路や将来目標に関する相談など、幅広いニーズに対応する教職員であ
り、学生が自律的な学習者として成長できるよう導く役割を担っています。
本講座では、アドバイザーとして必要な知識や理論、支援の方法を体系的に学ぶとともに、参加者自身が直面
している支援上の課題を整理し、各大学の実情に即したアクションプランの作成に取り組みます。
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愛媛大学 教育学生支援部 教育企画課
ＴＥＬ：０８９-９２７-９１５４
Ｅ-mail：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp 

９：００ 受付開始
９：３０ 開会あいさつ 【中井】

オリエンテーション     【清水】
１０：００ アカデミック・アドバイジングとその意義 【清水】
１１：１０ アカデミック・アドバイジングとカリキュラム・マネジメント 【上月】
１３：１０ 学生理解                 【 蝶 】
１４：２０ アカデミック・アドバイジングの実践 【 福 】
１５：３０ アカデミック・アドバイジングにおける倫理 【上月】
１６：４０ 個人ワーク 【清水】
１７：３０ 終了

９：３０ 前日のふりかえり 【清水】
９：４０ アカデミック・アドバイジングの組織モデル 【清水】

１０：２０ アカデミック・アドバイジングを支える人材養成 【真鍋】
１１：２０ 個人ワーク／コンサルテーション                            【全講師】
１３：５０ グループワーク 【全講師】
１６：２０ 全体の振り返り 【清水】
１６：３０ 終了

（１）所属大学で提供されているアカデミック・アドバイジ
ングまたは学習支援について説明できるようにご準備くださ
い（パンフレット、HP情報、組織体系図など）。加えて、ご
自身がどのように関わっているのか、についても説明できる
ようにご準備ください。

（２）アカデミック・アドバイジングまたは学習支援の現状
での課題や改善したいこと、新規に行いたいことについて、
ご自身のお考えを記載してください。可能であれば、課題や
取り組みたいことについてその背景にある学生ニーズや支援
体制の現状についても記述してください。

※申し込みされた方に入力用の資料を送付します。

事前課題

お問い合わせ

スケジュール

講師

テキスト
本講座では、『大学の学習支援Ｑ＆Ａ』を
テキストとして使用しますので、各自でご用意
の上、当日ご持参願います。なお、同大学から
複数名参加される場合も、一人一冊のご準備
をお願いします。

『大学の学習支援Ｑ＆Ａ』
清水 栄子、中井 俊樹 編著
出版年月日:2022/06/30
ISBN:9784472406232

アクセス

愛媛大学 城北キャンパス（愛媛県松山市文京町3）
愛大ミューズ１階「アクティブ・ラーニングスペース２」

清水 栄子（愛媛大学 教育・学生支援機構）
上月 翔太（愛媛大学 教育・学生支援機構）
真鍋 亮 （愛媛大学 教育・学生支援機構）
蝶 慎一 （香川大学 大学教育基盤センター）
福 博充 （創価大学 文学部）

１
月
31
日
【
土
】

１
月
30
日
【
金
】
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ファカルティ・ディベロッパー
養成講座

お問い合わせ ／ 愛媛大学教育学生支援部教育企画課　 089-927-9154 　　kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

ファカルティ・ディベロッパーに求められる
知識・技能・態度を高めよう

ファカルティ・ディベロッパーに求められる
知識・技能・態度を高めよう

2026

2/20    , 21(土)

お申込み

参加費

１０月１５日～１２月１５日

4,000円

会場 近畿大学東大阪キャンパス

お申込みはWebから
https://web.opar.ehime-u.ac.jp

対象 FDに関心のある大学教職員

(金)

主 催 ／ 教職員能力開発拠点　(愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室)
共 催 ／ 近畿大学ＩＲ・教育支援センター
後 援 ／ 日本高等教育開発協会

授業アンケートFDの意義と課題

研修の企画

FDの評価・改善

ティーチング・
ポートフォリオ
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ファカルティ・ディベロッパー
養成講座

１０月１５日（水） ～１２月１５日（月）
◆グループワークのため、班分け名簿を作成します。名簿には、氏名・学校名・所属・職種・職名
のみ記載します。

◆定員人数（３０名）に到達次第、募集を締め切ります。お早めにお申し込みください。受付完了
後、確認メールを送信します。いただいた情報は、本講座以外に使用することはありません。

◆多くの機関の方々にご参加いただくため、同一機関からのお申し込みが多数の場合は、全体
のお申し込み状況により受講を制限させていただくことがあります。

◆研修の効果を確認するため、事後アンケートにご協力をお願いいたします。
◆全プログラムの受講者には修了証をお渡しします。

お申し込みはWebから　　https://web.opar.ehime-u.ac.jp

お申し込みはWebから https://web.opar.ehime-u.ac.jp

ＦＤの担当者として、ＦＤの意義や方法、ＦＤを通じたカリキュラム改革などの組織開発の進め

方とともに、所属大学におけるＦＤを改善するための具体的手法を身につける。

１．ＦＤの意義を説明できる。

２．ＦＤの基本的な手法について方法と留意点を説明できる。

３．組織的なＦＤの展開の方法を挙げることができる。

４．ＦＤを通じて所属大学の組織開発を推進する方法を説明できる。

５．所属大学におけるＦＤについての改善提案ができる。

６．多様な考えや経験を尊重し、共に学び合う雰囲気をつくることができる。

教職員能力開発拠点事業

お申し込み

日程：令和８年２月２0日（金）、 ２1日（土）
会場：近畿大学東大阪キャンパス3号館4階401教室
対象：ＦＤに関心のある大学教職員

※民間企業等に勤務されている方の参加はお断りしております。

※２日間プログラム全てに参加できる教職員の方に限ります。

実施目的

到達目標

参加費：4,000円

先着30名
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講師

中井 俊樹 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 教授

上月 翔太 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 講師

真鍋 亮 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 特任助教

竹中 喜一 近畿大学ＩＲ・教育支援センター 准教授

吉田 博 徳島大学高等教育研究センター教育改革推進部門 准教授

提出期限：１月５日（月）
 提出方法は受講者に別途通知します。

９：３０ 受付開始

１０：００ 開会挨拶・オリエンテーション

１０：２０ ＦＤとその意義を理解する                   【中井】

１１：２０ ＦＤの課題を共有する       【真鍋】

１３：００ 研修を企画する   【上月】

１３：５０ 授業アンケートを実施する 【真鍋】

１４：４０ ティーチング・ポートフォリオを活用する    【吉田】

１５：３０ 教員の個別学習を支援する     【上月】

１６：２０ ＦＤを通じてカリキュラムを改善する  【竹中】

１７：００ 諸連絡等・終了

２月２０日(金)

１０：００ 前日の振り返り・諸連絡  【真鍋】

１０：１０ ＦＤを評価・改善する                             【竹中】

１１：００ ＦＤの課題解決を検討する                【全講師】

※（～１１：１０） 説明                                     【上月】

※（～１３：４０） ＦＤの課題解決案の作成（適宜休憩）

※（～１５：3０） ＦＤの課題解決案の発表、質疑応答

１５：4０ まとめとふりかえり                                【真鍋】

１５：４５ 閉会挨拶・クロージング

１６：００ 終了

・自大学における現行のＦＤの取り組みをワークシー

トにまとめてください。

・テキスト『大学ＦＤ入門』1章、2章、14章の内容を

踏まえ、自大学のＦＤ推進における課題をまとめてく

ださい。

※受付完了後、ワークシートの様式をお送りします。

※資料の１枚目右上に、大学名及び氏名をご記入

ください。

※提出いただいた資料は参加者に配付し共有しま

す。

スケジュール  事 前 課 題

  ア ク セ ス

愛媛大学教育学生支援部教育企画課
ＴＥＬ：０８９－９２７－９１５４
mail：kiyoiku@stu.ehime-u.ac.jp

お問い合わせ
主  催 ／ 教職員能力開発拠点
                 (愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室)

https://web.opar.ehime-u.ac.jp
共 催／近畿大学ＩＲ・教育支援センター

https://www.kindai.ac.jp/about-kindai/ir/
後 援／ 日本高等教育開発協会

近畿大学東大阪キャンパス3号館4階401教室
（大阪府東大阪市小若江３丁目４−１）

・近鉄大阪線「長瀬駅」から徒歩１０分

（近畿大学HP参照）

https://www.kindai.ac.jp/access/

２月２１日(土)
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Ⅱ．養成した専門人材のフォローアップ 

ａ．事業の実施内容 

令和７年度より、ファカルティ・ディベロップメント、スタッフ・ディベロップメント、カ

リキュラム、インスティテューショナル・リサーチ、アカデミック・アドバイジングの各領域

において、本拠点事業の研修修了者を対象に、知識・経験に関する審査を行い、専門人材とし

て認定し称号を付与する教職員能力開発拠点専門人材認定事業を開始した。本事業では、申請

者に対して個別メンタリングや審査を通じたフォローアップを行っている。 

また、養成した専門人材を対象に追跡調査を行い、実践状況の把握、振り返りの促進、相談

対応による支援を行っている。 

b．認定した専門人材 

今年度は、教職員能力開発拠点スタッフ・ディベロップメント・コーディネーター（ＳＤＣ）

として１名を、令和７年８月８日の運営委員会において認定した。なお、新たに教職員能力開

発拠点専門人材の認定制度が開始されたことに伴い、平成２３年度に開始したＳＤＣの新規認

定は同年８月をもって終了した。これまでに計４４名を認定している。 

さらに、教職員能力開発拠点専門人材については、令和７年８月８日の運営委員会において

審査委員となる１１名を認定した。その内訳は、ファカルティ・ディベロップメント４名、カ

リキュラム２名、インスティテューショナル・リサーチ３名、アカデミック・アドバイジング

２名である。また、今年度は４領域において計１４名から申請があり、個別メンタリングや審

査を通じたフォローアップを実施した。その後、令和８年３月１０日の運営委員会において、

１４名全員を専門人材として認定した。内訳は、スタッフ・ディベロップメント２名、カリキ

ュラム２名、インスティテューショナル・リサ―チ３名、アカデミック・アドバイジング７名

であった。 
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Ⅲ．ニーズに応じた研修の開発と実施 

ａ．研修プログラムの提供 

第４期の基本方針に基づき１９本の研修プログラムを提供し、参加者総数は３９２名（令和

８年３月２３日現在）となった。本拠点の研修プログラムは対話形式やワークショップ形式等

の双方向型を特徴としており、また、参加者同士のネットワーク形成の機会を提供するため、

本拠点や共催校において対面実施を基本とし、プログラムの内容や時間等に応じてオンライン

（同期・非同期）も活用した。今年度は、教務、教職関係の初任者を対象とした講座や大学院

生等を対象としたプレＦＤ研修を開催し、幅広い受講者のニーズに合わせた研修を提供した。

さらに、大学職員の仕事に関心を持つ大学生と大学院学生を対象とした研修「プレＳＤ 大学

職員のリアル～大学で働くという選択肢～」を初めて開催した。本研修では、大学職員の多様

な業務内容や役割を伝えるとともに、大学職員に求められる基本的能力の育成に取り組んだ。 

※各プログラムの内容やアンケート集計結果等の詳細は、Ｐ.２７～４６に記載。 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

（本拠点の研修プログラムの特徴） 
１．ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発／学習支援等の専門家・実践的指導者になり

うる人材の育成に力を入れている。 
２．ＦＤ／ＳＤ／ＩＲ／カリキュラム開発／学習支援等の各種プログラムを実施してい

る。 

３．新人からベテラン、リーダーまであらゆる立場の教職員にとって日々の業務改善に

つながる実践的な内容である。 

４．数多くのプログラムは、講義形式だけでなく、講師と受講者の間で行う対話形式

や、受講者間のディスカッションによるワークショップ形式等の双方向型で実施さ

れている。 
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日  程 対象 受講者数 満足度

６月１０日(火)
 【対面】

ＦＤ 10 100

６月１４日(土)～１５日(日)
 【対面】

ＦＤ 12 100

６月１７日(火)
 【対面】

ＦＤ 8 100

６月１８日(水)
 【対面】

ＦＤ 13 100

７月１１日(金)～１２日(土)
【対面】

ＳＤ 27 100

７月１８日(金)～１９日(土)
【対面】

ＦＤ／ＳＤ 27 100

８月４日(月)～９月１９日(金)
【Ｍｏｏｄｌｅ・対面】

プレＦＤ 21 100

９月４日(木)～５日(金)
【対面】

ＦＤ 12 100

９月１２日(金)～１３日(土)
【対面】

ＳＤ 46 100

９月１２日(金)～１３日(土)
【対面】

ＦＤ／ＳＤ 33 100

９月１７日(水)
【対面】

ＦＤ 2 100

９月１７日(水)
【対面】

ＦＤ 2 100

１０月２日(木)～１２月１１日(木)
【Ｚｏｏｍ】

ＦＤ 5 100

１０月２５日(土)～２６日(日)
【対面】

ＦＤ／ＳＤ 10 100

１２月６日(土)
【対面・Ｚｏｏｍ】

プレＳＤ 29 100

１月２３日(金)【Ｚｏｏｍ】
１月３０日（金）【対面】

ＳＤ 92 98

１月３０日(金)～３１日(土)
【対面】

ＦＤ／ＳＤ 23 100

２月１０日(火)～３月２３日(月)
【Ｚｏｏｍ】

ＦＤ 3 100

２月２０日(金)～２１日(土)
【対面】

ＦＤ 17 100

合計 392 99.7

インスティテューショナル・リサーチャー養成講座

プレＳＤ１day イベント 大学職員のリアル　～大学で働くという選択肢～

ファカルティ・ディベロッパー養成講座

アカデミック・アドバイザー養成講座

ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

大学教育国際化 基礎知識＆マネジメントセミナー

大人数講義法の基本

教職事務担当者講習会（初級編）

大学教育国際化推進担当者研修

学生の学びやすさと学習意欲を高める授業設計
－課題分析図の活用－

ＡＲＣＳ動機づけモデルを活用した学習意欲を高める授業設計

教務事務担当者講習会（初級編）

アカデミック・アドバイザー養成講座

教授法入門－専門分野の学識を教授するために

アクティブラーニング入門セミナー

教職員能力開発拠点が提供する研修プログラム(令和７年度)

令和８年３月２３日現在

プログラム名

学習評価の基本

第３９回授業デザインワークショップ
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学習評価の基本

【実施概要】

講師

上月翔太、真鍋亮 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和７年６月１０日（火） １０：００～１２：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」

参加者

１０名

［学内９名・学外１名_聖カタリナ大学（１） ］

目標

１． 学習評価の意義と目的を説明することができる。

２． 学習評価の基本原理を説明することができる。

３． 適切な評価の方法・基準を選択・設定できる。

４． 適切で効果的なフィードバックを行うことができる。

５． 自身の授業における学習評価の改善案をあげること

ができる。

内容

１． 学習評価の構成要素

学習評価の基本原理について扱います

２． 学習評価の方針

授業において学習評価を実践するための方針につい

て考えます

３． 学習評価の方法

主要な評価方法の実践の方法や留意点を考えます

４． 学習評価の実践

参加者の授業実践における学習評価の改善案を考え

共有します。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１０名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○自分の評価の仕方を見直すきっかけとなりました。評価

は学生にとって動機付けとなり、学習へのインセン ティ

ブになるが、学生にトラウマのような鮮烈な印象を残す

こともあることに気がつきました。

○「基本」とあるように学習評価のポイントが整理されてお

り良かった。

○ルーブリックを初めて知ったので、自分のシラバスに反

映させて評価基準を分かりやすくしたいと思った。

〔この研修の改善点〕

○こういうケースでは、絶対評価・相対評価・個人内

評価を使ってはいけないというパターンも知りた

かった。

【FD】 対面

【研修の様子】

④ そう思う

80%

③ どちらかといえ

ばそう思う

20%
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第３９回授業デザインワークショップ

【実施概要】

講師

中井俊樹、中山晃、Kawamoto Julia Mika、清水栄子、

上月翔太、真鍋亮 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和７年６月１４日（土）～１５日（日）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」ほか

参加者

１２名

［学内１０名・学外２名_松山短期大学（１）、岡山理科大学

（１）］

目標

１． 学生の学習を促すシラバスを書くことができる。

２． さまざまな授業方法の特徴を理解し、学習目標に適し

た授業方法を選択できる。

３． 学習評価の基本を理解し、学習目標に適した評価方

法を選択できる。

４． アクティブラーニングを取り入れた９０分の授業の計画

を作成できる。

５． 大学教員として踏まえるべき倫理について説明できる。

６． 作成した授業計画案にもとづいて模擬授業を実践で

きる。

７． 他の参加者の考えや経験を尊重し、共に学び合う雰

囲気をつくることができる。

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． アイスブレイク

３． 「授業設計」

４． シラバスのブラッシュアップ

５． シラバスのピア・レビュー

６． 「授業の構成」

７． 「授業実践」

８． 「学習評価」

９． 授業計画書の作成と模擬授業の準備

《２日目》

１． 「フィードバックの方法」

２． 「大学教員の倫理」

３． 模擬授業

４． 振り返り

５． 閉会式

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１１名（９２％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○行く前は少し憂鬱でしたが、終わった今は達成感があり、

今後は習ったことを生かして頑張ろうという気持ちでいま

す。全く違う領域の先生と研究や教育の話ができるのは

刺激的で楽しかったです。ありがとうございました。

〔この研修の改善点〕

○生成ＡＩとどう向き合うか（学生にどの程度までの使用を

認めるか？等）があると、実務的な指針として嬉しかった

かな、と思いました。

【FD】

【ワークショップの様子】

対面

④ そう思う

100%
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アクティブラーニング入門セミナー

【実施概要】

講師

上月翔太、真鍋亮 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和７年６月１７日（火） １０：００～１２：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」

参加者

８名

［学内７名・学外１名_松山大学（１）］

目標

１． アクティブラーニングの意義を説明できる。

２． 適切な学習課題を組み立てるために必要な考え方を

説明できる。

３． 授業に学習活動を取り入れる具体的な工夫を複数挙

げることができる。

内容

１． アクティブラーニングを理解する

２． 学習課題を組み立てる

３． 学習活動を組み立てる

【アンケート結果】

回答者（回答率）

８名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○アクティブラーニングをするにあたり何を重視しなけれ

ばならないのかがよく分かった。授業に活かしていき た

いと思った。

○アクティブラーニングの手法に加えて、その理論的な背

景が説明されており理解が進みました。

○他の先生方の実際の取り組み内容を聞くことができ、参

考になった。自分の講義にも取り込みたいと思う。

〔この研修の改善点〕

○講師の方の模擬授業的な実践例があればよりイメージ

がしやすいと思った。

○ワークの残り時間が分かるように表示して頂くと、時間

配分がより分かり易いかもと思いました。

【FD】 対面

④ そう思う

100%
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大人数講義法の基本

【実施概要】

講師

上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和７年６月１８日（水） １０：００～１２：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」

参加者

１３名

［学内９名・学外４名_松山大学（２）、徳島文理大学（２）］

目標

１． 大人数講義の利点を説明できる。

２． 講義法の基本について自身の実践を振り返り、改善

点を見い出せる。

３． 大人数授業を効率化する工夫を1つ以上挙げることが

できる。

４． 大人数授業においてグループワークを取り入れる方

法を1つ以上挙げることができる。

５． 学習した内容について自分の授業に応用し、実践で

きる。

内容

１． 大人数講義の利点指針

２． 講義法の基本

３． 大人数講義運営の課題

４． 大人数講義でのグループワーク

５． まとめと振り返り

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１３名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○まず講義の仕方自体、これまで自己流だったので様々

な考え方に触れられた。

○大人数講義であっても、学生の集中力を保ったり、参加

を促したりするためのテクニックを具体的に紹介し てくだ

さり、参考になりました。

○大人数講義の経験はまだないが、実際に行われている

先生の経験や対処法を伺えて参考になりました。

〔この研修の改善点〕

○春や夏休みなど講義が始まる前の時期に開催してほし

かったです。

【FD】

【講義の様子】

④ そう思う

100%

対面

31



教職事務担当者講習会（初級編）

【実施概要】

講師

多畑寿城 （元学校法人行吉学園〈神戸女子大学〉）

小野勝士 （龍谷大学）

有馬美耶子 （白百合女子大学）

石槫三鈴 （中部大学）

徳丸由紀 （日本文理大学）

日時

令和７年７月１１日（金）～１２日（土）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

工学部２号館３階「PBL演習室３４５」

参加者

２７名

［学内６名・学外２１名_愛知県立大学（２）、松山東雲女子
大学・松山東雲短期大学（２）、中部大学（２）、沖縄大学（１）、
岐阜聖徳学園大学（１）、公立千葉科学技術大学（１）、高知
工科大学（１）、阪南大学（１）、西南学院大学（１）、創価大
学（１）、東京都市大学（１）、東洋大学（１）、桃山学院大学
（１）、福井工業大学（１）、兵庫教育大学（１）、北九州市立
大学（１）、名古屋外国語大学（１）、琉球大学（１） ］

目標

１． 教職事務の代表的な業務の根拠や背景を理解するこ
とができる。

２． 教務事務とのかかわりを理解し担当業務に活かすこ
とができる。

３． 教職事務の的確な遂行に必要な情報を自ら収集し、
担当業務へ活用することができる。

４． 教職課程の運営を職員の立場で支援することができ
る。

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． 基礎からの教職課程事務

３． 学生支援

４． 課程認定申請の流れ・ポイント

５． 意見交換・トークセッション

６． 振り返り

《２日目》

１． 教育実習・介護等体験のポイント

２． 法令の読み方・情報収集の方法

３． 事務職員の立場・役割について

４． 意見交換・トークセッション

５． まとめ

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２０名（７４％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○他大学の担当者と情報交換をすることができたこと。自

大学では教えてもらえることのない、教職課程や法律に

関する初歩からの学びを丁寧に教えていただき、大変

有意義な研修でした。

○少人数のグループに分けられ、意見交換がしやすかっ

た。また、講師が複数いらっしゃり、それぞれの経験や

角度から教職課程について学ぶことができたことが良

かった。

○教職事務の基礎的な内容を扱っていたので、教職担当

初心者でもわかりやすく、今後の業務のイメージをつけ

ることができたのが良かったです。

〔この研修の改善点〕

○1日目の課程認定の申請のポイントと2日目の法令の読

み方の順番を逆にしてほしかった

○四国開催は交通の便が悪いため、本州での開催として

もらいたいです。

【SD】 対面

【集合写真】

④ そう思う

95%

③ どちらかといえばそ

う思う

5%
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大学教育の国際化推進担当者研修

【実施概要】

講師
大津正知 (茨城大学)

鈴木悠 (東京音楽大学)

大竹秀和 (立教大学) 

宮林常崇 (東京都立大学) 

村上健一郎(横浜国立大学）

中井俊樹、上月翔太 (愛媛大学教育企画室) 

岩田剛 (愛媛大学国際連携支援部) 

日時

令和７年７月１８日（金）～１９日（土）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

工学部２号館３階「PBL演習室３４５」

参加者

２７名

［学内２名・学外２５名_関西学院大学（２）、同志社大学（２）、九州
工業大学（２）、松山大学（２）、筑波大学（２）、青森公立大学（１）、
九州大学（１）、名古屋学院大学（１）、北海道教育大学（１）、名古
屋芸術大学（１）、国際基督教大学（１）、西南女学院大学（１）、神
戸大学（１）、岩手県立大学（１）、東京都立大学（１）、日本赤十字
九州国際看護大学（１）、佐賀大学（１）、京都文教大学（１）、大阪
公立大学（１）、東京理科大学（１）］

目標
1. 大学教育の国際化が求められる意義と背景を説明できる。

2. 学生の海外への送り出しにかかわる留意点やプログラム設
計、学生支援の方法を説明できる。

3. 留学生を受け入れる際の留意点やプログラム設計、学生支
援の方法を説明できる。

4. 大学教育の国際化に向けた自大学の組織的課題と改善策
を示すことができる。

5. 大学教育の国際化に関する多様な考え方や経験を尊重し、
共に学び合う雰囲気をつくることができる。

内容

《１日目》

1. オリエンテーション

2. カリキュラム編成の基本

3. 国際化を取り巻く教育制度・教務

4. 海外派遣プログラムの設計

5. 海外留学の支援

6. 留学生の募集と受入れ

7. １日目の振り返り

《２日目》

1. 留学生にかかわる制度

2. 異文化コミュニケーション

3. 国際化を推進する組織と意思決定

4. 演習(４つのテーマを事前に選択)

テーマA「学生の海外派遣」

テーマB「留学生の受入」

テーマC「国際化のための教務・教育企画支援」

テーマD「国際化のための組織づくり・職員育成」

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２４名（８９％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○国際系の業務を網羅的に学ぶことができてよかった。

教員や職員、若手やベテランなど様々な立場の方のお

話を聞けてより良い学びになったと思う。

○国際関連部署と教務関連部署それぞれの視点からの

捉え方を随所でお話しいただいたことは、様々なバック

ボーンの参加者がいることも踏まえ、非常に有益だった

と考える。

○講習内容がテキストを参考に進められていたところが、

深く学習できるように工夫されていたように思う。

○今後、自分一人では中々解決出来ない事に出会った時

に、知識・経験が豊富な方に相談できる繋がりを築く機

会をご提供いただき、非常に有難かった。

〔この研修の改善点〕

○国際業務が網羅されている点が良かったが、もう少し深

堀りがあっても良かったかもしれない。

○各講義においても、もう少しグループワークと発表等の

時間があっても良いように思いました。また、質疑応答

の時間もあって良いように思いました。

【FD/SD】 対面

【集合写真】
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教授法入門-専門分野の学識を教授するために

【実施概要】

講師

中井俊樹、Kawamoto Julia Mika、上月翔太

（愛媛大学教育企画室）

日時

〈オンデマンド学習〉令和７年８月４日（月)～９月１６日（火）

〈対面研修〉令和７年９月１９日（金） １３：００～１８：００

場所

〈オンデマンド学習〉Ｍｏｏｄｌｅ

〈対面研修〉愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「Ｍ２１」ほか

参加者

２１名

［学内２０名・学外１名_松山大学（１）］

目標

１． 大学において指導や教育に携わる意義を説明できる。

２． 授業設計と学習評価の基本を踏まえたシラバスを書く

ことができる。

３． わかりやすい説明や学習者の活動を取り入れた授業

を計画し実践できる。

４． 教育の倫理について自身を省察し意識した言動をとる

ことができる。

５． 異なる専門分野の受講者と積極的にかかわりながら

共に学び合うことに貢献できる。

内容

《オンデマンド学習》

１． 導入：授業の説明

２． 授業設計：コース設計の基本、クラス設計の基本

３． 学習評価：学習評価の基本、学習評価の実践例

４． 授業方法：講義法とは、アクティブラーニングの実践

方法

５． 教育における倫理：倫理を意識する必要性、倫理観の

向上方法

６． 模擬授業に向けて： クラス設計の基本、実施のポイン

ト

《対面研修》

１． シラバスと授業計画書のピアレビュー

２． マイクロティーチング（模擬授業）の実践

３． 全体のまとめ

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２０名（９５％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○シラバスの作成、模擬授業スライドの作成、非常に楽し

く、良い経験となりました。実際にするため、その場で

フィードバックをもらえる点が良かったです。

○他学部の人との交流ができた。

○個人面談が合間にあったので、不安な点を確認させて

もらえてよかったです。

○オンデマンドの時にいくつか課題を設定していただいた

点。さらに他の受講生の回答がみられるものもあって良

かった。

〔この研修の改善点〕

○模擬授業の時間１０分は少し短すぎるかと思います。特

に文学は前提知識なしでは語れない部分があるのでも

う少し長いとありがたかったです。

○授業名を設定するのが難しかったです。そこが醍醐味

かもですが…。

【プレFD】

【研修の様子】

Ｍｏｏｄｌｅ・対面

④そう思う

85%

③どちらかといえば

そう思う
15%
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ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

【実施概要】

講師

中井俊樹、中山晃、Kawamoto Julia Mika、上月翔太

（愛媛大学教育企画室）

丸山智子（愛媛大学教育・学生支援機構）

高橋平徳（愛媛大学教育次世代育成拠点）

日時

令和７年９月４日（木）～５日（金）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」 ほか

参加者

１２名

［学内１２名］

目標

１． ティーチング・ポートフォリオ（ＴＰ）とは何かを説明でき

る。

２． ティーチング・ポートフォリオの必要性・有効性につい

て説明できる。

３． ティーチング・ポートフォリオ作成の要点と手順を説明

できる。

４． ティーチング・ポートフォリオを作成できる。

内容

《１日目》

１． オリエンテーション

２． ＴＰ作成作業

３． 第１回個人ミーティング

４． ＴＰ作成作業

５． 初稿提出

《２日目》

１． ＴＰ作成作業

２． 第２回個人ミーティング

３． ＴＰ作成作業・発表準備

４． 第２校原稿確認

５． ＴＰ発表・閉会式

【アンケート結果】

回答者（回答率）

９名（７５％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○ティーチング・ポートフォリオ作成方法だけでなく、その

重要性や意義を理解できました。

○自分の授業を整理できるほか、他の先生の授業も見ら

れるため、今後の授業にとても参考になる と考えます。

〔この研修の改善点〕

○もし可能であれば、良くない事例についてもご紹介いた

だけると、良し悪しの判断が付きやすく なると思いました。

○静かに集中してワークに取り組みたい瞬間があった。

研究室などに戻らず、皆でまとまった部屋 でやることに

も意味があると思うので、贅沢かもしれないが、会話OK
な部屋と集中用の別室が あると良いかもしれない。

【FD】 対面

【ワークショップの様子】

④そう思う

89%

③どちらかといえばそ

う思う
11%
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教務事務担当者講習会（初級編）

【実施概要】

講師

宮林常崇 （東京都立大学）

小野勝士 （龍谷大学）

大津正知 （茨城大学）

清水栄子（愛媛大学教育企画室）

前河泰正 （大阪国際大学）

龍山雄太 （日本工業大学）

向井晴香 （愛媛大学教育学生支援部）

根本剛 （茨城大学）

日時

令和７年９月１２日（金）～１３日（土）

場所

茨城大学 水戸キャンパス

共通教育棟２号館４階「４７番教室」

参加者

４６名

［学内１名・学外４５名_茨城大学（１５）、茨城キリスト教大
学（３）、筑波技術大学（２）、帝京大学（２）、群馬大学（２）、
三重大学（２）、東京電機大学（２）、北陸大学（２）、愛知学
院大学（１）、茨城県立医療大学（１）、金沢工業大学（１）、
九州工業大学（１）、高知大学（１）、作新学院大学（１）、四
天王寺大学（１）、周南公立大学（１）、常磐大学（１）、静岡
県立大学（１）、大東文化大学（１）、大同大学（１）、東京成
徳大学（１）、東洋大学（１）、日本赤十字看護大学（１）］

目標

１． 教務事務の代表的な業務の根拠や背景を理解するこ
とができる。

２． 大学の裁量を理解し担当業務に活かすことができる。

３． 教務事務の的確な遂行に必要な情報を自ら収集し、
担当業務へ活用することができる。

４． 職員の立場で大学教育や学生支援に貢献する方法を
理解できる。

内容
《１日目》

１． オリエンテーション＆アイスブレイク

２． 教務事務の全体像と心構え

３． 法令の読み方

４． 教務事務を取り巻く法令・制度

《２日目》

１． 教務事務を取り巻く政策

２． 教学組織の理解と教職協働

３． ケーススタディⅠ
～合理的配慮～

４． ケーススタディⅡ
～多様なメディアの活用／大学教育の国際化～

５． 教務系業務を探求する

６． まとめと振り返り

【アンケート結果】

回答者（回答率）

４０名（８７％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○教務事務に携わってまだ日が浅いため、当初は不十分

な知識で意見を述べることにためらいがありましたが、

基礎的な内容から丁寧に学ぶことができる方式で、また、

同じような立場にある他機関の方々とざっくばらんに意

見交換ができたこともあり、非常に有意義な時間となり

ました。

○法令・制度の基礎から最新の高等教育政策、そして実

際のケーススタディまで、多岐にわたる内容で構成され

ていましたので、教務事務が専門的な仕事であると再認

識することができました。

○教務事務に関する基礎的で非常に重要な知識を得ら

れるとともに、他大学職員との交流も深められるところ

が非常に良いと思いました。

〔この研修の改善点〕

○両日ともに教室後方のグループだったため、またグ

ループ名のスタンドがスクリーンに被っていたため、投

影のみの資料があまりよく見えなかった。

○内容が充実しているため難しいかと思うのですが、話し

合いが終わらないこともありましたので、グループワーク

の時間がもう少し欲しいと感じました。

【SD】 対面

【集合写真】

④ そう思う

95%

③ どちらかといえばそう思う

5%
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アカデミック・アドバイザー養成講座

【実施概要】

講師

君島菜菜 （大正大学）

福博充 （創価大学）

大津正知 （茨城大学）

宮林常崇 （東京都立大学）

小野勝士 （龍谷大学）

根本剛 （茨城大学）

竹中喜一 （近畿大学）

中井俊樹、清水栄子、上月翔太、真鍋亮

（愛媛大学教育企画室）

日時

令和７年９月１２日（金）～１３日（土）

場所

茨城大学 水戸キャンパス

共通教育棟２号館４階「４３番教室」

参加者

３３名

［学内１名・学外３２名_茨城大学（６）、京都芸術大学（２）、愛知工
業大学（１）、戸板女子短期大学（１）、高崎健康福祉大学（１）、桜
美林大学（１）、札幌大学（１）、駿河台大学（１）、尚絅学院大学（１）、
昭和音楽大学（１）、松本大学（１）、城西大学（２）、新潟大学（２）、
千葉商科大学（２）、創価大学（１）、長岡造形大学（１）、東京都立
大学（１）、東北芸術工科大学（２）、東北工業大学（１）、東洋大学
（１）、和光大学（１）、佛教大学（１）］

目標

１． アカデミック・アドバイジングの意義と基本的な方法に
ついて説明できる

２． アカデミック・アドバイザーとしての学生対応における
効果的な方法と留意点を説明できる

３． アカデミック・アドバイジングを通じた組織的な連携や
教育改善の視点について説明できる

４． 自大学におけるアドバイジング体制と支援の課題を分
析し、具体的なアクションプランを作成できる

５． 支援における多様な考え方や実践事例を尊重し、共
に学び合う姿勢を示すことができる

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． アカデミック・アドバイジングが求められる背景と意義

３． 学生理解

４． スチューデント・サクセスと大学職員

５． カリキュラムとアカデミック・アドバイジング

６． 学生支援における面談・リファーラル・倫理の基本

７． 個人ワーク

《２日目》

１． 自大学における支援者の育成

２． アドバイジング体制の組織モデルと事例紹介

３． 個人ワーク／コンサルテーション

４． グループワーク

５． 全体の振り返り

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２７名（８２％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○講師の先生方に、自らのアクションプランについて相談

できるのがよい。また、教務担当者講習会と合同の懇親

会が目新しく感じ、若い職員と交流することが出来てよ

かった。

○事前学習により、自身が考えている取組の現状や課題

等を整理でき、良い機会となりました。

○他大学の受講者の方と交流をもてたことで、各大学の

学習支援の体制等を知ることができ、非常に参考になり

ました。また、自身の大学での取り組みについても同じ

グループのメンバーからフィードバックを受けることがで

きてよかったです。

〔この研修の改善点〕

○２日間で詰め込んだので、もう少し余裕のあるスケ

ジュールにしていただき、もう一回集まるようなじっくり学

んで研修ができたらと思いました。

○養成講座を受講した次のステップの継続研修、もしくは

オンラインなどでのAP進捗報告会（意見交換会や相談

の場）があると嬉しいです。

【集合写真】

【FD/SD】 対面

④ そう思う

96%

③ どちらかといえば

そう思う

4%
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学生の学びやすさと学習意欲を高める授業設計
-課題分析図の活用-

【実施概要】

講師

仲道雅輝 （愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和７年９月１７日（水） １３：００～１５：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」

参加者

２名

［学内２名］

目標

１． 学習目標を行動目標として明確に表現できる。

２． 自身の教授内容の課題分析図が作成できる。

３． 課題分析の結果をもとに、授業構成の改善案を立て

ることができる。

内容

学生の学びやすさと学習意欲を高めるために，いくつか

のID（インストラクショナル・デザイン）理論を用いて授業設

計の手法を学びます。学習意欲は，学びやすさによって

維持・促進され，動機づけによって高めることができます。

学びやすさや意欲を設計するためには，教員が自身の教

授内容を明確にし，学生目線で再構築する作業が必要で

す。その第一段階として，学生に対して「この授業で何が

できるようになればよいのか」が具体的に伝わる学習目標

を提示します。次に教員の頭にある既に構成された教授

内容を一旦分解します。これを課題分析といい，分解した

学習要素をより学びやすく，意欲の向上に効果的な学習

順序になるよう再構築します。本プログラムでは，課題分

析のワークを通じて，これからの授業改善に役立つヒント

を持ち帰っていただきます。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○受講生が少なかったこともあり、自分の授業について多

角的な意見をいただけました。講師の先生のアドバイス

も示唆に富むものでした。後期の授業で活用していきた

いと思います。

【FD】 対面

【研修の様子】

④ そう思う

100%
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ARCS動機づけモデルを活用した学習意欲を高める授業設計

【実施概要】

講師

仲道雅輝 （愛媛大学教育・学生支援機構）

日時

令和７年９月１７日（水） １３：１５～１７：１５

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」

参加者

２名

［学内２名］

目標

１． 「インストラクショナル・デザイン（ＩＤ／教育設計）」が課

題解決の方法論であることを説明できる。

２． 自分の授業を振り返り、到達目標を明確化するため

のポイントが説明できる。

３． 学習者を動機づけるための一つの手法（ＡＲＣＳ動機

づけモデル）を活用し、授業設計のヒントを得ることが

できる。

内容

本プログラムでは、これまで自身が実施してきた教育に

対する考え方や実施方法について見つめ直し、何が課題

であるかについて考えるところからはじめ、教育をより効

果的・効率的・魅力的にするための方法論であるインスト

ラクショナルデザイン（教育設計）（以下、ＩＤという）の中か

ら、学習者を動機づけするための手法（ＡＲＣＳ動機づけ

モデル）や学習者の学びを支援するための働きかけに関

する理論を事例とともに学び、ワークショップ形式にて課

題解決策の糸口を探っていきます。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○自分の授業の懸念についてもアドバイスをくださり、後

期の授業に向けたモチベーションが高まりました。私の

せいで今回のクラスを脱線させてしまったのではないか

と心配です。

【FD】 対面

【研修の様子】

④ そう思う

100%
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ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

【実施概要】

講師

上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和７年１０月２日（木）～１２月１１日（木）

場所

オンライン開催（Ｚｏｏｍ）

参加者

５名

［学内５名］

目標

１． ティーチング・ポートフォリオ（ＴＰ）とは何かを説明でき

る。

２． ティーチング・ポートフォリオの必要性・有効性につい

て説明できる。

３． ティーチング・ポートフォリオ作成の要点と手順を説明

できる。

４． ティーチング・ポートフォリオを作成できる。

内容

１． オリエンテーション

２． ティーチング・ポートフォリオとは何か

３． 準備のためのミニワーク

４． 個別メンタリング

５． ＴＰ作成

６． 発表準備

７． ＴＰ発表

８． まとめとふりかえり

【アンケート結果】

回答者（回答率）

５名（１００％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○全くの他分野の教育理念から方法まで，知ることができ

たのが自身の成長につながったと思 われる。

○他者の発表を聞いて、学生への色々なアプローチがあ

ると知ることができた。

○他の先生方の取り組みや工夫されていることなどを聴く

ことができて，とても参考になっ た。

〔この研修の改善点〕

○今後もオンライン形式のものがあると，先生方も参加し

やすいかと思われる。

【FD】 Zoom

④そう思う

80%

③どちらかといえばそ

う思う
20%
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インスティテューショナル・リサーチャー養成講座

【実施概要】
講師
竹中喜一 （近畿大学）

藤本正己 （山口大学）

中井俊樹、上月翔太、真鍋亮 （愛媛大学教育企画室）

日時
令和７年１０月２５日（土）～２６日（日）

場所
愛媛大学 城北キャンパス 愛大ミューズ「Ｍ３２」

参加者
１０名
［学内０名・学外１０名_茨城大学（１）、亜細亜大学（１）、叡啓大学

（１）、熊本学園大学（１）、国士舘大学（２）、桜美林大学（１）、札幌

大学（１）、周南公立大学（１）、立教大学（１）］

目標
１． ＩＲの意義と活用の方針について説明できる

２． ＩＲの活動を設計する方法を説明できる

３． データの分析や報告の基本的な方法を説明できる

４． ＩＲを通じて所属大学の組織開発を推進する方法を説
明できる

５． 所属大学におけるＩＲについての改善提案ができる

６． 多様な考えや経験を尊重し、共に学び合う雰囲気をつ
くることができる

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． ＩＲとその意義を理解する

３． ＩＲの課題を共有する

４． 問いから設計へ

５． 基本的な分析を行う

６． テキストデータを分析する

７． アンケートを実施する

８． 中途退学を予防する

《２日目》

１． 結果の活用を支援

２． ＩＲの活用を促進する

３． ＩＲの課題解決を検討する（グループに分かれて）
解決案の作成・発表・質疑応答

４． まとめとふりかえり

【アンケート結果】

回答者（回答率）

９名（９０％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○『大学IR入門』の内容について講義やワークを通して理

解を補強できたことはもちろん、他大学の事例や困りご

との共有をすることで、自大学と他大学が共通で抱えて

いる課題や自大学の立ち位置を客観的に確認すること

ができた。また、IR担当者の横のつながりができたことも

とても良かったです。個別面談で具体的なアドバイスを

いただけたことや、グループワークで他学の取り組みの

生の声を知ることができた。

○情報収集、集計、分析、応用的な使い方など、基本的

にはいずれの内容も大変有意義でした。

〔この研修の改善点〕

○内容が充実しているので仕方ない面はあるものの、講

義の一つ一つがやや駆け足気味だったと感じました。テ

キストの内容についての事前課題を増やしたうえで、講

義ではグループワーク中心に余裕を持ったスケジュー

ルにできるといいのではないでしょうか。

○IRの課題解決については講師への相談も含めてもう少

し時間いただけるとより具体的に考えられると思いまし

た。

【FD/SD】 対面

【集合写真】

④そう思う

89%

③どちらかといえばそ

う思う
11%
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大学職員のリアル～大学で働くという選択肢～

【実施概要】

講師

上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

石川尚、小川達也 （愛媛大学教育学生支援部）

日時

令和７年１２月６日（土） １０：００～１６：００

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」

※午前中は対面・オンライン（Ｚｏｏｍ）のハイブリッド開催

参加者

２９名

［学内１３名・学外１６名_愛知大学（４）、人間環境大学（３）、

徳島文理大学（３）、大阪女学院大学（２）、高松大学（１）、

静岡県立大学（１）、大阪学院大学（１）、大阪体育大学（１）］

目標

１． 大学職員の業務内容と役割について具体的に説明で

きる。

２． 大学職員として求められる行動と姿勢を理解し、自身

の行動に照らして考察できる。

３． 大学職員というキャリアの魅力や社会的意義につい

て自分の言葉で語ることができる。

内容

１． オープニング

２． 大学職員の仕事のリアル～大学職員論入門～

３． 未来の大学を考える～企画力育成入門～

４． 大学職員として求められる人材

５． クロージング

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２６名（９０％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○実際に大学職員の方の声を聞くことができて、文字通り

大学職員のリアルを知ることができて、モチベーションが

上がった。他学部の人との交流ができた。

○将来の大学入試制度について仲間と協力しながら議論

できた点が良かった。また、大学職員の方と何度もお話

しする機会があり、疑問に思っていることを解消すること

ができ有意義な時間を過ごすことができた。

○もともと大学職員については関心があってもあまり理解

できていなかったが、今回の講義でどんな仕事なのか

が分かったと思う。また自分の将来について考えてみた

い。

〔この研修の改善点〕

○企画発表のフィードバックに、もう少し時間をとってほし

かった。発表し終わった後すぐにフィードバックが貰えた

ほうが良かったと思う。

○公務員試験の対策にも関わってくるので実施時期は早

いといいのではと考えます。

【プレSD】

【研修の様子】

対面・Zoom

④そう思う

88%

③どちらかといえばそ

う思う
12%
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大学教育国際化 基礎知識＆マネジメントセミナー
～チームで業務に取り組む～

【実施概要】

講師

宮林常崇 （東京都立大学）

大竹秀和 （立教大学）

村上 健一郎（元横浜国立大学）

香川 愁吾 （大阪国際大学）

鈴木 悠 （東京音楽大学）

岩田剛 （愛媛大学国際連携支援部）

日時

〈オンライン〉 令和８年１月２３日（金） １３：００～１６：４０

〈 対 面 〉 令和８年１月３０日（金） １４：００～１７：００

場所

オンライン開催（Ｚｏｏｍ）

対面開催 東京都立大学 南大沢キャンパス

６号館「４０２教室」

参加者

９２名（オンライン７５名、対面１７名）

［学内３名・学外８９名_東京都立大学（１３）、東京成徳大学（４）、獨協大学
（３）、明治大学（３）、亜細亜大学（２）、愛知工業大学（２）、安田女子大学（２）、
京都芸術大学（２）、公立千歳科学技術大学（２）、桜美林大学（２）、周南公立
大学（２）、神田外語大学（２）、成安造形大学（２）、清泉女子大学（２）、大阪
国際大学（２）、比治山大学（２）、文教大学（２）、立正大学（２）、エリザベト音
楽大学（１）、びわこ学院大学（１）、岡山大学（１）、関西学院大学（１）、岐阜
大学（１）、京都先端科学大学（１）、慶應義塾大学（１）、広島経済大学（１）、
広島女学院大学（１）、国際基督教大学（１）、三田国際科学学園中学校・高
等学校（１）、秋田県立大学（１）、城西大学（１）、新潟大学（１）、新潟薬科大
学（１）、神戸大学（１）、成城大学（１）、西南女学院大学（１）、創価大学（１）、
筑波技術大学（１）、筑波大学（１）、長岡造形大学（１）、東京音楽大学（１）、
東洋大学（１）、同志社大学（１）、南山大学（１）、日本赤十字豊田看護大学
（１）、武蔵大学（１）、福島大学（１）、文京学院大学（１）、北海道教育大学（１）、
名寄市立大学（１）、名古屋大学（１）、名桜大学（１）、藍野大学（１）、龍谷大
学（１）、和歌山県立医科大学（１）、その他（１）］

目標
１． それぞれの立場で自大学における教育の国際化に貢献する

ことができる。

２． 学生の海外派遣、 、留学生の受け入れやキャリア支援に関
する基本的な業務につい て、リスクを理解し、担当者個人で
はなくチームで対応することができる。

３． 国際化を取り巻く様々な学内関係者との協働に有効な知識・
理解を身につけ、職場で実践することができる。

内容

《オンライン》

１． オリエンテーション

２． 第１部【基礎知識＆マネジメント】

知の総和答申を国際化に悩む大学の立場で読み直す

３． 第２部【基礎知識】

国際化を推進するための業務を基礎から学ぶ

①海外派遣業務編 ②留学生募集編

③留学生受入業務編 ④留学生キャリア支援編

４． 第３部【マネジメント】

国際化を推進する組織づくりと人づくり

《オンライン》

１． 第４部【基礎知識＆マネジメント】

基礎から学ぶ 留学プログラム（派遣）企画ワークショップ

※希望するセクションだけの受講も可。

【アンケート結果】

回答者（回答率）

６５名（７０％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

<オンライン>

○組織の大枠の話から、個人の業務レベルの話まであっ

たため、組織の中でどのように向かうべきかを考える機

会となった。また、組織の問題を考えるヒントを得られた。

○全体を通して分かりやすい研修でした。留学生受入れ

業務で、入管の最近や今後の動向をまとめていただい

ていた資料が大変役に立ちました。

<対面>

○規模感や違う学問分野を持つ他大学のみなさんとワー

クショップをすることで新鮮な意見な意見や違った切り口

での意見をきくことができて勉強になった。

〔この研修の改善点〕

（オンライン）

○留学生の受け入れや派遣、キャリア支援や入試広報な

どは、分科会のように分けて、もっと詳しく学べるとさら

に良いと思います。各パートをすべて網羅すると、それ

ぞれの所要時間が短くなってしまうので、もっと詳しく聞

きたかった私にとっては残念でした。

（対面）

○半分テーマに基づき、また半分フリートークに近い形で

情報交換をする時間があれば良いと思います。

【SD】

【セミナーチラシ】

④そう思う

78%

③どちらかといえば

そう思う
20%

②どちらかといえば

そう思わない
2%

対面・Zoom
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アカデミック・アドバイザー養成講座

【実施概要】

講師

蝶慎一 （香川大学）

福博充 （創価大学）

清水栄子、上月翔太、真鍋亮 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和８年１月３０日（金）～３１日（土）

場所

愛媛大学 城北キャンパス

愛大ミューズ「アクティブ・ラーニングスペース２」

参加者

２３名

［学内５名・学外１８名_高知大学（２）、創価大学（２）、大阪大学
（２）、獨協大学（２）、茨城大学（１）、学習院大学（１）、公立小松大
学（１）、高知工科大学（１）、四国学院大学（１）、城西大学（１）、神
奈川大学（１）、東京大学（１）、東京通信大学（１）、法政大学（１）］

目標

１． アカデミック・アドバイジングの意義と基本的な方法に
ついて説明できる

２． アカデミック・アドバイザーとしての学生対応における
効果的な方法と留意点を説明できる

３． アカデミック・アドバイジングを通じた組織的な連携や
教育改善の視点について説明できる

４． 自大学におけるアドバイジング体制と支援の課題を分
析し、具体的なアクションプランを作成できる

５． 支援における多様な考え方や実践事例を尊重し、共
に学び合う姿勢を示すことができる

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． アカデミック・アドバイジングとその意義

３． アカデミック・アドバイジングとカリキュラム・マネジメン
ト

４． 学生理解

５． アカデミック・アドバイジングの実践

６． アカデミック・アドバイジングにおける倫理

７． 個人ワーク

《２日目》

１． アカデミック・アドバイジングの組織モデル

２． アカデミック・アドバイジングを支える人材養成

３． 個人ワーク／コンサルテーション

４． グループワーク

５． 全体の振り返り

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２２名（９６％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○アカデミック・アドバイジングについて、体系的に学ぶこ

とができたことです。また、他大学の状況や具体例、方

法などをご共有いただけたことが非常に貴重な機会とな

りました。

○アクションプランを作成しコンサルテーションを受けられ

たこと。課せられたワークごとにグループ内で意見交換

できたこと。

○事前課題があったことで、研修を受講する前に本学の

アドバイジング体制や学習支援体制を理解するきっか

けとなった。受講後については、自分の学生に対するア

ドバイジングの具体的なやり方を知るきっかけとなり、学

んだことを活用したいと思います。

〔この研修の改善点〕

○２日間で濃密な研修でしたので、人によっては理解・定

着が難しいかと感じました。もう少し期間を長くする、あ

るいは小分けにして開講するなどできるとより良いかと

思いました。

○参加者の業務経験やアカデミック・アドバイジングに対

する理解度に差があると感じたため、基礎編と発展編を

分けるなどの工夫があると、より効果的だと思われる。

【集合写真】

【FD/SD】 対面

④そう思う

91%

③どちらかといえば

そう思う
9%
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ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ

【実施概要】

講師

上月翔太 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和８年２月１０日（火）～３月２３日（月）

場所

オンライン開催（Ｚｏｏｍ）

参加者

３名

［学内３名］

目標

１． ティーチング・ポートフォリオ（ＴＰ）とは何かを説明でき

る。

２． ティーチング・ポートフォリオの必要性・有効性につい

て説明できる。

３． ティーチング・ポートフォリオ作成の要点と手順を説明

できる。

４． ティーチング・ポートフォリオを作成できる。

内容

１． オリエンテーション

２． ティーチング・ポートフォリオとは何か

３． 準備のためのミニワーク

４． 個別メンタリング

５． ＴＰ作成

６． ＴＰ最終稿提出

【アンケート結果】

回答者（回答率）

２名（６７％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○教育実績について意識できるようになり、勉強になった。

○親身に寄り添っていただきありがとうございました。

【FD】 Zoom

④ そう思う

100%
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ファカルティ・ディベロッパー養成講座

【実施概要】

講師

竹中喜一 （近畿大学）

吉田博 （創価大学）

中井俊樹、上月翔太、真鍋亮 （愛媛大学教育企画室）

日時

令和８年２月２０日（金）～２１日（土）

場所

近畿大学 東大阪キャンパス

３号館４階「４０１教室」

参加者

１７名

［学内０名・学外１７名_四天王寺大学（３）、国士舘大学
（２）、公立鳥取環境大学（２）、東京科学大学（２）、京都産
業大学（２）、大正大学（１）、東北芸術工科大学（１）、宝塚
大学（１）、京都華頂大学・華頂短期大学（１）、奈良学園大
学（１）、京都大学（１）］

目標
１． ＦＤの意義を説明できる

２． ＦＤの基本的な手法について方法と留意点を説明でき
る

３． 組織的なＦＤの展開の方法を挙げることができる

４． ＦＤを通じて所属大学の組織開発を推進する方法を説
明できる

５． 所属大学におけるＦＤについての改善提案ができる

６． 多様な考えや経験を尊重し、共に学び合う雰囲気をつ
くることができる

内容
《１日目》

１． オリエンテーション

２． ＦＤとその意義を理解する

３． ＦＤの課題を共有する

４． 研修を企画する

５． 授業アンケートを実施する

６． ティーチング・ポートフォリオを活用する

７． 教員の個別学習を支援する

８． ＦＤを通じてカリキュラムを改善する

《２日目》

１． ＦＤを評価・改善する

２． ＦＤの課題解決を検討する
説明
ＦＤの課題解決策の作成
ＦＤの課題解決策の発表・質疑応答

３． まとめとふりかえり

【アンケート結果】

回答者（回答率）

１５名（８８％）

満足度：全体的に満足できるものだった

コメント

〔この研修の良かった点〕

○点と点であった業務が線でつながる視点を新たに持つ

ことができた。対象となる業務に直結する目的にとどま

らず、その先にある大局的な目標と意義を理解できた点

は、対象について単なる事務作業に終わらせず、創造

性をもって当たる指標となると思われる。

○講義、ワーク、2日目にメンバーが入れ替わるなどの工

夫があって、研修中に常に集中して取り組無ことができ

ました。最後に証書もいただけて嬉しかったです。大変

勉強になりました。

○他大学のFDに関する取り組みを知ることができた点、

自大学のFDに係る課題について改善するためのワーク

があり、その内容について個別に相談やアドバイスをい

ただけた点です。

〔この研修の改善点〕

○日程が、国公立の入試直前なので、もう少し後か夏休

みくらいが適当かと思います。

○白テキストはオンラインで配布が良いと思います。一つ

一つの内容（講義）が関係性がわかりにくいので、つな

がりが意識されるような構成、説明があるといいと思い

ました。

【集合写真】

④そう思う

87%

③どちらかといえば

そう思う
13%

【FD】 対面
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ｂ．研修講師派遣 

本拠点では、全国の高等教育機関等からの多種多様な研修のニーズに対応できるメニューと

体制を整え、講師派遣を行っている。今年度は４２機関に対し、５１件の講師派遣を行い（令

和８年３月２３日現在）、研修講師や研修内製化のためのアドバイスを行う等、それぞれの組

織で必要とされる人材育成の取組に、本拠点のノウハウを提供した。講師派遣先には、事後に

報告書やアンケート結果の提出を依頼し、その成果の確認や今後の改善に供している。 

  

 

＜令和６年度講師派遣件数＞                     令和８年３月２３日現在 

地区 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州 合計 

派遣件数 ０ １ １５ ４ １７ ５ ７ ２ ５１ 

※愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室スタッフ・愛媛大学認定研修講師担当分を計上。 

 

 

＜研修講師派遣先からの声（事後アンケート自由記述より一部抜粋）＞ 

 遠方から来校いただき、興味深い授業を聞かせていただきました。授業の内容はもちろん

ですが、先生の授業の進め方も大きな学びを得たと感じます。また、かなり有名な先生で

したが、親しみやすいお人柄で受講生が気軽に質問などさせていただけました。貴重な聴

講の機会をいただきましてありがとうございました。 

 本学に限った話ではないのかもしれませんが、近年の学生からは授業評価についてシラバ

ス等で明示しているにも関わらず、「正当な評価をされていない」と異議を申し立てる学

生が徐々に増えていると感じております。そうした中での今回のご講演でありましたので

様々な気付きや改善のヒントをいただけたと思います。 

 ＩＲと業務改善を結び付けて理解することは難しいのではないかと当初は懸念しておりま

したが、実務に即して非常に分かりやすく整理してご説明いただき、理解を深めることが

できました。また、３時間という長時間にもかかわらず、終始テンポよく進行いただき、

あっという間に時間が過ぎるほど充実した講座でした。  
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＜組織開発支援を目的とした講師派遣＞ 

「第４期教職員能力開発拠点の事業等に関する基本方針」に基づき、組織開発支援を目的とし

た講師派遣を行っている。この取組では、カリキュラム改善や研修体系の構築といった特定の課

題解決に向けたコンサルティング等、依頼元の高等教育機関が持つ個別のニーズに沿った支援を

提供している。以下に令和７年度の取組の例を示す。 

 

 

◆学生の学習サポートに関する支援 

依頼元機関における学習支援およびアカデミック・アドバイジング活動に対し、外部アドバイ

ザーとして、定例オンライン会議への出席を通じた助言や学習支援内容・方法に関する助言、教

職員を対象とした研修の企画・実施を行った。 

依頼元機関の自立学習支援プログラムにおいて、学生への学習支援活動や同支援に対する評

価・効果検証方法について助言を行うため、アドバイザーとして講師を派遣した。 

 

◆ＦＤに関する支援 

依頼元機関の教育内容の改善及び向上を目的としたＦＤ活動において、取組の活性化や後進の

育成を図るため、アドバイザーとして定期的に講師を派遣した。新任教員を対象にした研修の実

施を講師として務める他、ＦＤ活動に関する助言や指導、特定テーマに関する専門性をもつ他の

講師の紹介を行うなど、依頼元組織のＦＤ活動を活発にするための各種業務を行った。 

 

 

◆カリキュラム開発に関する支援 

 依頼元機関の新任教員と役職者を主な受講者として、「カリキュラム・コーディネーター養成

講座」を実施した。拠点事業として行っているプログラムと同内容としながら、依頼元機関の教

員によるカリキュラム解説も交えることで、自機関の理解の深化と高い実践性を備えたプログラ

ムを実施した。 

 

 

◆同一機関への複数回の講師派遣 

依頼元機関のニーズに合わせたＦＤ・ＳＤ研修を実施するため、複数回の講師派遣を行った。依

頼元機関が希望する研修内容に合わせて、各専門分野の講師を派遣する等、依頼元機関の要望に

柔軟に対応しながら組織開発に繋がる支援を行った。 
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※パネリスト等複数講師の研修は除く

 令和８年３月２３日現在

日  程 派遣先機関名 研修テーマ 講師 参加者数 満足度

5月10日(土)～11日(日) 創価大学 カリキュラム・コーディネータ入門研修
中井俊樹、
上月翔太

30 89

5月17日(土)
千葉大学アカデミック・リンク・セ
ンター

アカデミック・アドバイジング 清水栄子 17 100

6月5日(木)～6日(金)
愛知県立総合看護専門学校
愛知県看護研修センター

教育方法 中井俊樹 22 100

7月5日(土) 芝浦工業大学 アカデミック・アドバイジング入門 清水栄子 24 100

7月16日(水) 京都女子大学
カリキュラムの精選・体系化、授業科目数の適正
化

上月翔太 172 85

7月24日(木)～25日(金) 追手門学院大学
カリキュラムコーディネーター養成研修（初級
編）

中井俊樹 19 100

7月30日(水) 追手門学院大学
アクティブ・ラーニングを活用した授業マネジメ
ント

真鍋亮 17 100

7月30日(水) 追手門学院大学 ルーブリック評価入門 真鍋亮 17 100

8月1日(金) 岩⼿県看護協会 学生の学習を促す指導と倫理 中井俊樹 15 100

8月4日(月) 松山看護専門学校 学生の学習を促す教育評価 中井俊樹 26 100

8月8日(金) 徳島県立総合看護学校
看護実習における体験学習と省察的実践につなげ
るための教育的手法

高橋平徳 24 100

8月13日(水) 東京都ナースプラザ 教育と学習の原理 中井俊樹 19 100

9月8日(月) 関⻄外国語⼤学 教育の質保証に向けたカリキュラムと授業の改善 中井俊樹 41 95

9月10日(水) 津田塾大学 大学教育における生成ＡＩの活用 中井俊樹 132 95

9月11日(木) 茨城大学 教育の質保証に向けた教育改善 中井俊樹 38 90

9月26日(金) （一社）日本能率協会 教育の内部質保証体制の構築 中井俊樹 50 80

9月30日(火) 高知県立大学 ハラスメント防止研修 上月翔太 108 94

10月3日(金) 広島都市学園大学 学生参加型授業 上月翔太 35 100

10月18日(土) （一社）教育ネットワーク中国 教学ＩＲと特色ある取り組み報告 真鍋亮 36 100

10月31日(金) 長岡造形大学 ＩＲとその意義とは 真鍋亮 6 100

11月6日(木) 県⽴広島⼤学 教育改善につながるカリキュラムの評価 上⽉翔太 93 99

11月6日(木) 日本システム技術株式会社 学生の学びを促すアカデミック・アドバイジング 清水栄子 200 98

11月21日(金) 天理大学 学習者本位の教育とシラバス 中井俊樹 194 95

11月26日(水) 国立阿南工業高等専門学校 発達障害のある学生に配慮した授業づくり 三浦優生 49 98

12月1日(月) 成蹊大学
外国人留学生への理解と指導、支援と取り組みに
ついて～安心して留学生活が送れるために

上月翔太、
岩田剛

42 100

12月19日(金) 長岡造形大学 ＦＤ研修 真鍋亮 1 100

12月23日(火) 広島経済大学 ＩＲを活用した業務改善 真鍋亮 37 92

12月25日(木) 四国大学
学習に困難感を抱く学生への教育力向上を目指し
たルーブリックの作成

上月翔太 19 100

1月8日(木) 名城大学 コンピテンシーを育成するアクティブラーニング 中井俊樹 113 94

1月27日(火) 神戸市看護大学 カリキュラム評価の基礎知識 中井俊樹 39 92

2月18日(水)
特定非営利活動法人 大学コンソー
シアム大阪

価値観を言語化し、チームのエンゲージメントを
高める —カードを用いた価値観の再発見—

葛西崇文 9 100

2月24日(火) 神⼾市看護大学 アクティブラーニングの基礎 中井俊樹 49 100

2月27日(金) 龍谷大学
新たな教養教育の可能性を考える —教養教育の未
来を見据えて—

上月翔太 30 100

3月2日(月) 龍谷大学 生成ＡＩの教育利用 中井俊樹 35 96

3月5日(木) 高知リハビリテーション専門職大学 アカデミック・アドバイジング 清水栄子 19 100

3月6日(金) 福岡県立大学 授業設計とアクティブ・ラーニング 中井俊樹 41 94

3月10日(火) 高知リハビリテーション専門職大学 リスクマネジメント実践 阿部光伸 21 90

3月11日(水) 埼玉県立大学 カリキュラム運営・検討会FD研修会 中井俊樹 52 100

3月18日(水) 島根大学 教学面における先進事例に係る研修会 清水栄子 53 96

1944 94.9

講師派遣先での研修プログラム(令和７年度)
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ｃ． 情報発信 

教育改革や改善を進めるためには、現状を把握し分析することが第一歩となる。本拠点では、

学生の学びと成長に関わる各種データの収集・分析を行い、情報を公開している。 

今年度は、教学ＩＲ担当者への支援の一環として、調査結果から想定される課題や学内外のＩ

Ｒに関する取組報告を掲載した、教育企画室ニュースレター「ＩＲ Ｎｅｗｓ Ｖｏｌ．１３」を

発行した。こちらの刊行物は、学内のみならず研修等で全国の大学教職員へ広く配布している。

また「卒業予報２０２５」を作成し、ホームページにて公開した。これは、大学に蓄積されてい

る過去 1 万人以上のデータを活用して、天気予報のように各時点での ＧＰＡ に対応する卒業確

率を示したものであり、学習支援に活用できるよう、学生や教職員へ提供している。 

令和５年度に開設したＹｏｕＴｕｂｅ「愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル」

（https://www.youtube.com/@aidai_fdsd）では、本拠点に関連した各種ＦＤ・ＳＤに関する動

画を継続して公開している（今年度公開数：３０本、合計：１１０本）。令和６年度からは

「愛大学習チャンネル」（https://www.youtube.com/@aidai_learning）を新設し、大学生の

「学び」を支援するコンテンツを投稿している。 

さらに、より多くの方へ教職員能力開発（ＦＤ・ＳＤ）に関する情報を届けるために、令和

６年度から「ぼっちゃんメーリングリスト」の運用を開始した。教育企画室のホームページ

（https://web.opar.ehime-u.ac.jp/）から会員登録することができ、メーリングリスト会員は

ＦＤ・ＳＤに関するイベント情報等を投稿し、配信することもできる。令和８年３月２３日現

在、８５１名の会員登録があり、累計４１７件のメール配信を行った。 

なお、刊行物及び各種イベント・セミナーの案内や教材等の提供をはじめとした教職員能力

開発に関わる情報については、教育企画室のホームページでも随時発信している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＲ Ｎｅｗｓ Ｖｏｌ．１３ 

愛媛大学ＦＤ・ＳＤチャンネル（Ｙｏｕｔｕｂｅ） 愛大学習チャンネル（Ｙｏｕｔｕｂｅ） 

卒業予報２０２５ 

ぼっちゃんメーリングリスト 
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 ｄ．論文・記事の掲載等について 

教育企画室のスタッフは、専門分野から大学全体の取組まで、愛媛大学での事例や研究成果

を論文や記事にまとめている。今年度は、以下の各種教育誌や新聞等に１２本掲載された。 

また、著書に関しても、共著を含む２冊が新たに出版された。 

 

論文、記事一覧 

表 題 掲載誌等名 出版社 出版年 
/巻/号/頁 

著 者 

学内SD活動の継続と発展を支える要因―A大

学の事例報告から― 
大学行政管理学会誌 大学行政管理学会 

2025年7月/

第29号 

葛西崇文・

横山浩一 

アドバイザー研修設計に関する一考察：― 専

門職不在の中で職能を育てる試み ― 

『アカデミック・アドバイジ

ング研究』 

日本アカデミック・

アドバイジング協

会 

2026年3月/

第4号 
清水栄子 

「アカデミック・アドバイジングの学習成果

と教育の質保証：米国 R1 大学における学習

成果の分析を通して 

『アカデミック・アドバイジ

ング研究』 

日本アカデミック・

アドバイジング協

会 

2026年3月/

第4号 
清水栄子 

準正課に携わる学生の成長実感測定と周囲の

関与の関係： 

京都外国語大学の学生アドバイザーを事例と

して 

『アカデミック・アドバイジ

ング研究』 

日本アカデミック・

アドバイジング協

会 

2026年3月/

第4号 
清水栄子 

全学的な高等教育開発の推進方法 『高等教育開発』 
日本高等教育開発

協会 

2026年3月/ 

5巻 
中井俊樹 

費用対効果から大学教育を見つめ直す 『教育学術新聞』 日本私立大学協会 

2025年11月

12日/第3026

号 

真鍋亮 

大学教育×生成AI② 生成AI活用の意義と課

題 
『教育学術新聞』 日本私立大学協会 

2025年11月

19日/第3027

号 

中井俊樹 

大学教育×生成AI③ 生成AIの基本的な活用

方法 
『教育学術新聞』 日本私立大学協会 

2025年11月

26日/第3028

号 

中井俊樹 

大学教育×生成AI⑦ 生成ＡＩを画像、音声、

動画に活用する 
『教育学術新聞』 日本私立大学協会 

2026年1月21

日/第3033号 
真鍋亮 
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大学教育×生成AI⑧ 学生に求められる生成

ＡＩリテラシー 
『教育学術新聞』 私立大学協会 

2026年1月28

日/第3034号 
上月翔太 

データ活用で中退予防と学生支援を 

「卒業予報」と入試改革、大学の出口・入口

戦略を議論 

『教育学術新聞』 日本私立大学協会 
2026年1月28

日/第3034号 
真鍋亮 

大学教育×生成AI⑨ 課題における学生によ

る生成ＡＩ活用 
『教育学術新聞』 私立大学協会 

2026年2月4

日/第3035号 
上月翔太 

 

 

 

 

著書一覧 

表 題 出版社 出版年 著 者 

『大学ＩＲ入門―データにもとづく意思決定のための完全ガ

イド』 
ナカニシヤ出版 2025年 8月 10日 

中井俊樹、上月翔

太、真鍋亮ほか 

『授業設計と教育評価』中国語訳 燕山大学出版社 2025年 12月 1日 中井俊樹 
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Ⅳ．各種組織との協働 

ａ．他拠点等との協働による研修会の実施 

近畿大学ＩＲ・教育支援センターとの共催により、インスティテューショナル・リサーチャー

養成講座（１０月２５日～２６日）およびファカルティ・ディベロッパー養成講座（２月２０日

～２１日）を開催した。また、大学教育国際化基礎知識＆マネジメントセミナー（１月２３日・

３０日）については、昨年度に引き続き、大学コンソーシアム八王子と共催した。これらの継続

的な協働を通じて、研修内容のブラッシュアップを図り、質の高い研修を提供することができた。 

さらに今年度は、茨城大学教学イノベーション機構との共催により、アカデミック・アドバイ

ザー養成講座および教務事務担当者講習会（初級編）（９月１２日～１３日）を開催した。また、

アカデミック・アドバイザー養成講座（９月１２日～１３日、１月３０日～３１日）は、日本ア

カデミック・アドバイジング協会とも共催した。これらの研修では、本学と共催機関が連携して

講師および運営を担当し、受講者に対してより専門性の高い知識を提供した。 

次年度以降も、他拠点等との連携を継続し、研修の実施に取り組む予定である。 

 

ｂ．他ネットワーク等への講師派遣・運営支援 

教育ネットワーク中国主催「２０２５年度教育ネットワーク中国第５回研修会」（１０月１８

日）、日本高等教育開発協会（ＪＡＥＤ）主催「第２回学習支援担当者研修会」（２月７日～８

日）、「第６回カリキュラムコーディネーター養成研修会―初級編―」（２月１３日～１４日）、

大学コンソーシアム大阪主催「２０２５年度管理職者ＳＤ研修」（２月１８日）など、他ネット

ワーク等に対して本拠点から講師派遣を行った。 

本拠点代表の中井は、日本高等教育開発協会（ＪＡＥＤ）の会長を務めるとともに、四国地区

大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）の企画・実施統括者としても活動している。これ

により、ＦＤ・ＳＤの両面で多数の講師派遣を行うだけでなく、運営支援にも深く携わっている。

なお、大学教育イノベーション日本（ＨＥＩＪ）においては、令和５年度より本学が事務局を担

当している。 

これらのネットワーク等との連携を活かし、大学教育の開発に積極的に取り組むとともに、支

援対象を全国の高等教育機関へと拡げている。 
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転載許諾済 2026.3.2354



転載許諾済 2026.3.2355



転載許諾済 2026.3.2356



転載許諾済 2026.3.2357



愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程 

 

令和６年４月１日 

規則  第 ４６ 号 

 

 愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室内規（平成１８年５月１０日制定）の全部を改正する。 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、愛媛大学教育・学生支援機構規則第１０条第２項の規定に基づき、愛媛大

学教育・学生支援機構教育企画室（以下「教育企画室」という。）の組織及び運営に関し、必

要な事項を定めるものとする。                
 （目的） 

第２条 教育企画室は、愛媛大学教育・学生支援機構長（以下「機構長」という。）の指示のも

と、愛媛大学（以下「本学」という。）の教育に関する諸課題について調査、研究等を行うと

ともに、その成果をもとに教育施策を企画し、本学の教育改革を推進することを目的とする。 

 （業務） 

第３条 教育企画室は、機構長の指示に基づき、次の各号に掲げる業務を行う。 

  (1)  全学的な教育企画、教育改革等に関すること。 

(2)  全学的な教育課題に係る調査、研究等に関すること。 

(3) 教職員の能力開発の実施に関すること。 

(4) 四国地区大学教職員能力開発ネットワーク事業に関すること。 

(5) 教職員能力開発拠点事業に関すること。 
(6)  その他教育開発に係る調査、研究等に関すること。 

 （組織） 

第４条 教育企画室に、次の各号に掲げる職員を置く。 

 (1) 室長 

 (2) 副室長 

 (3)  室員   

２  室長は、機構長が指名する副機構長をもって充てる。 

３ 副室長は、室員のうちから、機構長が指名する。 

４ 室員は、教育・学生支援機構及び教育学生支援部に所属する職員のうちから、機構長が指名

する。 

５  副室長及び室員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

 （職務） 

第５条 室長は、教育企画室の業務を掌理する。 

２  副室長は、室長の職務を補佐する。 

３ 室員は、教育企画室の業務を処理する。  

 （共同利用運営委員会） 

第６条 教育企画室に、第９条に規定する共同利用の実施に関する重要な事項を審議するため、 
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会（以下「共同利用運営委員会」と

いう。）を置く。 

２ 共同利用運営委員会に関し必要な事項は、機構長が別に定める。  

 （プロジェクトフェロー） 

第７条 教育企画室に、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフェロー（以下「プ

ロジェクトフェロー」という。）を置くことができる。 
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２ プロジェクトフェローは、教育企画室が行う教職員能力開発に係る研修の企画、実施等に参

画する。 

３ プロジェクトフェローの受入れに関し必要な事項は、機構長が別に定める。 

（認定研修講師） 

第８条 教育企画室に、愛媛大学認定研修講師（以下「認定研修講師」という。）を置くことが

できる。 

２ 認定研修講師は、室長の依頼に基づき、教育企画室主催又は四国地区大学教職員能力開発ネ

ットワーク主催の教職員能力開発研修の講師を行う。 

３ 認定研修講師は、本学の職員（教育企画室の室長、副室長及び室員を除く。）のうちから、

室長が推薦し、機構長が当該職員の所属する部局等の長の同意を得て、委嘱する。 

 （共同利用） 
第９条 教育企画室は、教職員の能力開発のため、本学の教育研究に支障のない範囲で、本学の

プログラム、設備、資料等を、他の高等教育機関等の利用に供することができる。 
 （事務） 

第１０条 教育企画室に関する事務は、教育学生支援部において処理する。 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、教育企画室に関し必要な事項は、機構長が別に定める。 

 

 

   附 則 
この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会内規 

 

平成２２年３月２３日 

制        定 

 

 （趣旨） 

第１条 この内規は、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程（以下「教育企画室規程」という。）

第６条第２項の規定に基づき、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会（以下

「運営委員会」という。）の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （審議事項） 

第２条 運営委員会は、教育企画室規程第９条に規定する共同利用の実施に関する重要な事項を審議

する。 

 （組織） 

第３条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

  (1)  教育企画室長 

  (2)  教育・学生支援機構の専任教員 １人 
  (3)  教育学生支援部長 

  (4)  学外の学識経験者 若干人 
２ 前項第２号の委員は、教育企画室長が推薦し、愛媛大学教育・学生支援機構長（以下「機構長」

という。）が指名する。 
３ 第１項第４号の委員は、機構長が推薦し、学長が委嘱する。 
４ 第１項第２号及び第４号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生

じたときはこれを補充し、その任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 第１項第１号から第３号までの委員の合計数は、運営委員会の委員の総数の２分の１以下とする。 

 （委員長） 

第４条 運営委員会に委員長を置き、機構長が指名する。 

２ 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

 （議事） 

第５条 運営委員会は、委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を開くこ

とができない。 

２ 議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 

第６条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、説明又は意見を聴くことができる。 

 （事務） 

第７条 運営委員会に関する事務は、教育学生支援部において処理する。 

 （雑則） 

第８条 この内規に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は、運営委員会が別に定

める。 

 

   附 則 

１ この内規は、平成２２年３月２３日から施行する。 
２ この内規施行後、最初に任命される第３条第１項第３号及び第６号の委員の任期は、同条第４項

の規定にかかわらず、平成２４年３月３１日までとする。 
   附 則 

この内規は、平成２３年５月９日から施行する。 
   附 則 

この内規は、平成２７年４月１日から施行する。 
   附 則 
この内規は、令和４年４月１９日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 
  附 則 
この内規は、令和６年４月１日から施行する。 
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愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用推進会議内規 
 

平成２２年４月２１日 
制        定 
 

（設置） 

第１条  愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程第１１条の規定に基づき、愛媛大学教育・

学生支援機構教育企画室に愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用推進会議（以下「共

同利用推進会議」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 共同利用推進会議は、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室共同利用運営委員会が定

める基本方針に基づき、共同利用の事業等を実施するために必要な事項を審議する。 

 （組織） 

第３条 共同利用推進会議は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 教育企画室長 

(2) 教育企画室副室長 

(3) 教育・学生支援機構の専任教員 １人 

(4) 教育学生支援部長 

(5) 教育企画課長 

(6) 人事課長 

２ 前項第３号の委員は、教育企画室長が推薦し、愛媛大学教育・学生支援機構長（以下「機構

長」という。）が指名する。 

 （議長） 

第４条 共同利用推進会議に議長を置き、機構長が指名する。 

２ 議長は、共同利用推進会議を招集し、主宰する。 

３ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第５条 共同利用推進会議は、委員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くことができない。 

２ 議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

（委員以外の者の出席） 

第６条 議長が必要と認めるときは、委員以外の者を出席させ、説明又は意見を聴くことができる。 

 （事務） 

第７条 共同利用推進会議に関する事務は、教育学生支援部教育企画課において処理する。 

 （雑則） 

第８条 この内規に定めるもののほか、共同利用推進会議の運営に関し必要な事項は、共同利用

推進会議が別に定める。 

 

   附 則 

この内規は、平成２２年４月２１日から施行する。       

   附 則 

 この内規は、平成２３年５月９日から施行する。                           

   附 則 

 この内規は、平成２４年５月１５日から施行する。 

   附 則 

 この内規は、令和４年４月１９日から施行し、令和４年４月１日から適用する。 

   附 則 
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この内規は、令和６年４月１日から施行する。 
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   愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフェローの受入要項 
 

                                                     令和 ６ 年 ４ 月 １ 日 
制         定 

 
 （趣旨） 
第１条 この要項は、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室規程（以下「規程」という。）

第７条第３項の規定に基づき、愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室プロジェクトフ

ェロー（以下「プロジェクトフェロー」という。）の受入れに関し、必要な事項を定め

るものとする。 
 （資格、業務等） 
第２条 プロジェクトフェローは、愛媛大学の教職員以外の者であって、教職員能力開発

に係る知識、経験等を有するものとする。 
２ プロジェクトフェローは、教育・学生支援機構教育企画室（以下「教育企画室」とい

う。）における教職員能力開発に係る研修の企画、実施、調査研究、教材開発等に参画

する。 
 （推薦） 
第３条 教育企画室長は、愛媛大学の教職員以外の者のうちから、教職員能力開発に係る

知識、経験等を有するものをプロジェクトフェロー候補者として、教育・学生支援機構

長（以下「機構長」という。）に推薦する。 
（委嘱） 

第４条 機構長は、前条の推薦があったときは、当該者の所属する機関の長の承認を得て、

国立大学法人愛媛大学アカデミックアドバイザーに関する規程第２条第３号の規定に基

づくプロジェクトフェローとして委嘱するため、国立大学法人愛媛大学アカデミックア

ドバイザーの受入細則第２条第２項に基づき、学長へ委嘱を依頼する。 
 （受入期間） 
第５条 プロジェクトフェローの受入期間は原則として１年（年度途中に受け入れた場合

は、受け入れた日の属する年度末までの期間）とし、更新することができる。 
 （プロジェクトフェローの取消し） 
第６条 機構長は、プロジェクトフェローから辞退の申出があった場合、プロジェクトフ

ェローが本学の業務に支障を来すおそれがあると認めた場合その他必要と認めた場合

は、学長へプロジェクトフェローの委嘱の取り消しを申し出ることができる。 
 （謝金） 
第７条 プロジェクトフェローに、国立大学法人愛媛大学諸謝金取扱要項に基づき、謝金

を支払うことができる。 
 （経費の一部負担） 
第８条 教育・学生支援機構は、予算の範囲内で、プロジェクトフェローの業務等に係る

経費の全部又は一部を負担することができる。 
 （事務） 
第９条 プロジェクトフェローの受入れに関する事務は、教育学生支援部教育企画課にお

いて処理する。 
 （雑則） 
第１０条 この要項に定めるもののほか、プロジェクトフェローの受入れに関し必要な事

項は、機構長が別に定める。 
 

附 則 
この要項は、令和６年４月１日から施行する。  

63



愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 
  

共同利用運営委員会委員名簿 

氏 名 所属・職名 備 考 

中井 俊樹 

清水 栄子 

桐野 律子 

竹中 喜一 

山本 堅一 

竹山 優子 

小林 功英 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室長、教授 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 准教授 

愛媛大学教育学生支援部長 

近畿大学ＩＲ・教育支援センター 准教授 

北海道大学大学院教育推進機構 准教授 

筑紫女学園大学教学支援部教務班 班長 

日本私立大学協会広報部広報課長 

第１号委員 

第２号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第４号委員 

第４号委員 

第４号委員 

 

 

共同利用推進会議委員名簿 

氏 名 所属・職名 備 考 

中井 俊樹 

林 知寿 

清水 栄子 

桐野 律子 

石川 尚 

堀金 守 

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室長、教授 

教育企画室副室長、愛媛大学教育学生支援部入試課副課長  

愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室 准教授 

愛媛大学教育学生支援部長 

愛媛大学教育学生支援部教育企画課長 

愛媛大学総務部人事課長 

第１号委員 

第２号委員 

第３号委員 

第４号委員 

第５号委員 

第６号委員 
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